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はじめに

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router ROM Monitor Guide』の「はじめに」には、次
の項が含まれています。

• マニュアルの変更履歴, vii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, vii ページ

マニュアルの変更履歴
この表に、初版後、このマニュアルに加えられた技術的な変更の履歴を示します。

変更点日付リビジョン

このマニュアルの初版2012年 12月OL-28383-01-J

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

Cisco IOS XR Release 4.3.x の新機能および変
更された機能の情報

次の表では、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router ROM Monitor Guide』における新
機能および変更された機能を要約し、その参照先を示しています。

• ROMMONの新機能および変更された機能, 1 ページ

ROMMON の新機能および変更された機能
参照先導入/変更されたリリース説明機能

「ROMモニタファームウェ
アのアップグレードとダウ

ングレード」の章。

最小 ROMMON要件の詳細
については、http://
www.cisco.com/web/
Cisco_IOS_XR_Software/
index.htmlリンクで
『Software/Firmware
Compatibility Matrix』の情報
を参照してください。

リリース 4.3.0ROMMONバージョン更新ROMMON
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第 2 章

ROM モニタ概要

この章では、ROMモニタ概念および動作の概要を説明します。ROMモニタ（ROMMON）モー
ドでのさまざまなタスクの実行方法については、このマニュアルの他の章を参照してください。

この章の主な内容は、次のとおりです。

• ROMモニタに関する情報, 3 ページ

• ROMモニタモードの開始, 5 ページ

• ROMモニタコマンド, 10 ページ

• コンフィギュレーションレジスタ設定の表示, 13 ページ

• 環境変数, 13 ページ

• シャーシのシリアル番号の表示, 17 ページ

• ROMモニタモードの終了, 17 ページ

• その他の関連資料, 19 ページ

ROM モニタに関する情報
ROMモニタは、ルータの電源投入時またはリロード時に ASR 9000ハードウェアを初期化し、
Cisco IOS XRソフトウェアをブートするブートストラッププログラムです。 ROMモニタソフト
ウェアのバージョンが各カードに存在し、工場出荷時に指定されます。 ROMモニタプログラム
は、カードごとに最初の電源投入時環境を提供します。 Cisco IOS XRソフトウェアがリブートさ
れるか、実行できない場合、対応するカードは ROMモニタモードに戻ります。

ROMモニタモードであるカードに端末を接続すると、ROMモニタ CLIプロンプトが表示されま
す。

Cisco ASR 9000 シリーズルータプロンプト

rommon B1>
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ROMモニタソフトウェアは多くの名前で知られています。場合によっては、ROMモニタモー
ドの CLIプロンプトが原因で ROMMONと呼ばれます。 ROMモニタソフトウェアは、ブートソ
フトウェア、ブートイメージ、またはブートヘルパーとも呼ばれます。

Cisco IOS XRソフトウェアを使用するルータで配布されますが、ROMモニタは、Cisco IOS XRソ
フトウェアとは別のプログラムです。通常の起動中に、ROMモニタによってカードを初期化し、
Cisco IOS XRソフトウェアに制御が渡ります。Cisco IOS XRソフトウェアが引き継いだ後、ROM
モニタはもう使用中でありません。

ルートスイッチプロセッサ（RSP）カードのロールについて

Cisco ASR 9000シリーズルータには、複数のタイプのラインカード（LC）のうちそれぞれ 1つを
保持できる一連のシャーシスロットが含まれます。シャーシの 2つのスロットは、シャーシのプ
ロビジョニングと管理を行うための中央ポイントを提供するルートスイッチプロセッサ（RSP）
カード用に予約されています。

オーナーSDRのアクティブRSPは、指定シェルフコントローラ（DSC）と呼ばれます。このカー
ドは、システム全体の機能を実行します。アクティブRSPカードがROMモニタモードにある場
合、Cisco IOSXRソフトウェアを実行していません。スタンバイRSPカードが使用可能な場合、
スタンバイRSPカードは、ルータ動作を再開します。RSPカードの両方が使用不可であるか、ア
クティブ RSP（以前にスタンバイ）も ROMモニタモードになっている場合、ルータ動作が停止
します。

指定セキュアドメインルータシェルフコントローラ（DSDRSC）

SDRの指定セキュアドメインルータシェルフコントローラ（DSDRSC）が ROMモニタモード
の場合、ルータの動作はスタンバイDSDRSC（使用可能な場合）に転送されます。プライマリと
スタンバイの DSDRSCが両方とも ROMモニタモードである場合、ルータ動作は、Cisco IOS XR
ソフトウェアが動作していないため、終了します。

RSP カードでの ROM モニタモードへのアクセス

ほとんどの場合、RSPカードでのみ ROMモニタモードと対話します。アクティブ RSPカード
は、システム全体の管理コンフィギュレーションを含んでおり、ルータのその他すべてのノード

に必要なソフトウェアを配布します。このマニュアルのすべてのタスクでは、システムの RSP
カードを介してアクセスされる ROMモニタモードについて説明します。

ラインカードに RSP FPDアップグレード処理を使用してアップグレード可能な独自の ROMモニ
タソフトウェアも必要に応じてあります。

環境変数およびコンフィギュレーションレジスタ

2つのプライマリ接続が ROMモニタと Cisco IOS XRソフトウェアの間にあります。これは ROM
モニタ環境変数およびコンフィギュレーションレジスタ。

ROMモニタ環境変数は、Cisco IOSXRソフトウェアの場所を定義し、それをロードする方法につ
いて説明します。 ROMモニタがカードを初期化したら、Cisco IOS XRソフトウェアを検出し、
ロードするために環境変数を使用します。共通する環境変数は、BOOT、IP_ADDRESS、
DEFAULT_GATEWAY、TFTP_FILE、TURBOBOOT、および SUBNET_MASKです。
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コンフィギュレーションレジスタは、カードが起動する方法を制御するソフトウェア設定です。

コンフィギュレーションレジスタの主な用途の 1つは、カードを ROMモニタモードで開始する
か、管理 EXECモードで開始するかを制御することです。必要に応じて、コンフィギュレーショ
ンレジスタは ROMモニタモードまたは管理 EXECモードで設定されます。通常、ROMモニタ
モードを使用する必要がある場合、アクティブRSP上のCisco IOSXRソフトウェアのプロンプト
を使用してコンフィギュレーションレジスタを設定します。 ROMモニタモードのメンテナンス
が完了したら、Cisco IOSXRソフトウェアでカードがリブートするように、コンフィギュレーショ
ンレジスタを変更します。

このマニュアル全体では、用語 RSPは、Cisco ASR 9000シリーズルータでサポートされてい
る RSPカードを示すために使用されます。機能または問題が 1台の SCEプラットフォームだ
けに適用される場合、付随するテキストはそのプラットフォームを指定します。

（注）

端末接続での ROM モニタモードへのアクセス

RSPが ROMモニタモードになっている場合、カードのコンソールポートに直接接続された端末
からだけROMモニタソフトウェアにアクセスできます。Cisco IOSXRソフトウェア（EXECモー
ド）が動作していないため、非管理インターフェイス（GigabitEthernetインターフェイスなど）に
はアクセスできません。基本的には、すべての Cisco IOS XRソフトウェアリソースが利用不可
です。ハードウェアが存在しますが、ハードウェアを使用できるようにするコンフィギュレー

ションはありません。

ネットワーク管理アクセスおよび ROM モニタモード

ROMモニタモードの使用の開始時に、混乱するユーザがいます。 ROMモニタモードは、Cisco
IOS XRソフトウェア内のモードではなく、ルータモードであることを認識しておくことが重要
です。 ROMモニタソフトウェアおよび Cisco IOS XRソフトウェアは同じルータで動作する 2つ
の別個のプログラムであることを覚えておくことを推奨します。常に、ルータはこれらのプログ

ラムの 1つを実行していますが、同時に両方を実行することはありません。

ROMモニタおよび Cisco IOS XRソフトウェアを使用する場合に混乱を招く可能性のある 1つの
領域は、管理イーサネットインターフェイスの IP設定を定義する領域です。ほとんどのルータ
ユーザは、Cisco IOS XRソフトウェアでの管理イーサネットインターフェイスの設定に慣れてい
ます。ルータが ROMモニタモードになっていても、ルータは Cisco IOS XRソフトウェアを実行
していないため、管理イーサネットインターフェイスの設定を使用できません。

Cisco ASR 9000シリーズルータで ROMモニタモードのときは、TFTPサーバのような他のデバ
イスにアクセスするには、IPアクセス情報を使用して ROMモニタ変数を設定する必要がありま
す。

ROM モニタモードの開始
ここでは、ROMモニタモードを開始する 2とおりの方法について説明します。
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前提条件

ROMモニタモードにRSPカードをする前に、システムが安定した状態にあることを確認します。

1 RSPカードを準備します。

•システムでのパケット転送の損失を含む実質的なダウンタイムを予測します。

• EXECモードで cfs checkコマンドを使用してコンフィギュレーションファイルシステム
の健全性を確認します。

•任意のコンフィギュレーションモードで commitコマンドを使用して、アクティブルー
タコンフィギュレーションの変更内容がすべて保存されていることを確認します。

•管理 EXECモードで install commitコマンドを使用して、アクティブなソフトウェアセッ
トの変更内容がすべて保存されていることを確認します。

•管理 EXECモードで show install committedコマンドを使用して、すべてのインストール
コミットプロセスが完了していることを確認します。このコマンドは、次のルータのブー

ト中にアクティブ状態になる、コミットされたパッケージを表示します。いずれのプロ

セスもコミットされない場合は、管理モードで install commitコマンドを使用します。

2 システム内の他のノードが安定した状態になっていることを確認してください。

•スタンバイ RSPがインストールされている場合は、EXECモードで show redundancyコ
マンドを使用して準備完了状態になっていることを確認します。

• EXECモードで show platformコマンドを使用して、システムで利用可能なすべてのノー
ドが IOS XR RUN状態になっていることを確認します。

システムが安定した状態にあることを確認したら、次の手順の説明に従って、コンフィギュレー

ションレジスタ設定を行って、reloadコマンドを入力することによって、ROMモニタモードを
開始できます。

コンフィギュレーションレジスタのリセットおよび ROM モニタモー
ドへの RSP カードのリロード

正常な動作状態では、ROMモニタモードを使用する必要はありません。 ROMモニタモードに
RSPカードをすることが必要な場合は、システムが安定した状態にあり、システムのリロードの
結果に対応する準備ができていることを確認します。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーション
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手順の概要

1. ルータが準備完了状態にあることを確認します。
2. 端末を RSPカードのコンソールポートに接続し、ルータにログインします。
3. admin
4. config-register boot-mode rom-monitor location <node-id> exit reload or

config-register boot-mode rom-monitor location all reload location all

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

すべてのコンフィギュレーションが保存されて

おり、インストールプロセスが実行されていな

いことを確認します。

ルータが準備完了状態にあることを確認します。ステッ

プ 1   

端末または PCをRSPカードのコンソールポー
トに接続し、ルータ管理セッションを設定しま

す。

端末を RSPカードのコンソールポートに接続し、ルータにロ
グインします。

ステッ

プ 2   

端末の接続の詳細については、『CiscoASR9000
Series Aggregation Services Router Getting Started
Guide』の「Connecting and Communicating with
the Router」を参照してください。

管理 EXECモードを開始します。admin

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# admin

ステッ

プ 3   

config-register boot-mode rom-monitor location<node-id> exit reload
or config-register boot-mode rom-monitor location all reload location
all

ステッ

プ 4   
•次のコマンドを入力して、1つのRSPカー
ド（アクティブまたはスタンバイ）だけを

ROMモニタモードにします。

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)#
config-register boot-mode rom-monitor location 0/RSP0/CPU0

•カードの次のリロード中に ROMモニタ
モードのコンフィギュレーションレジス

タを設定するには、boot-mode rom-monitor
location<node-id>コマンドを入力します。
ここで、<node-id>はカードの IDです。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router# reload
Or,
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# config-register boot-mode

•管理 EXECモードを終了するには、exitコ
マンドを入力します。

rom-monitor
location all
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# reload location all

•カードをリロードして、ROMモニタモー
ドを開始するには、reloadコマンドを入力
します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーションガイ
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目的コマンドまたはアクション

（注） • locationキーワードを指定
せずに config-register
boot-mode rom-monitorコ
マンドを指定すると、すべ

ての RSPが ROMモニタ
モードになります。

• ROMモニタモードにすべてのRSPをする
には、次のコマンドを入力します。

•システム内のすべてのRSPのコンフィギュ
レーションレジスタをリセットするには、
config-register boot-mode rom-monitor
location allコマンドを入力します。

•システム内のすべての RSPをリロードす
るには、管理 EXECモードで reload
location allコマンドを入力します。

システムの RSP0カードと RSP1カー
ドの両方のコンソールポートにアク

セスできることを確認します。シス

テムでROMモニタモードを開始する
には、ROMモニタモードになるま
で、RSP0と RSP1の両方のコンソー
ルで Ctrl+Cキーを数回押します。

（注）

コンフィギュレーションレジスタをリ

セットすると、コンソールのボーレー

トが変更される場合があります。デ

フォルトのボーレートは 9600です。

注意

コンフィギュレーションレジスタの

設定を確認するには、管理EXECモー
ドで show variables bootコマンドを
入力します。

ヒント

ルータの状態の確認：例

次に、両方の RSPの冗長ロールの例と、両方とも IOS XR RUN状態で動作していることを示しま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router#show redundancy
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Wed Jun 30 21:35:23.656 UTC
Redundancy information for node 0/RSP0/CPU0:
==========================================
Node 0/RSP0/CPU0 is in ACTIVE role
Partner node (0/RSP1/CPU0) is in STANDBY role
Standby node in 0/RSP1/CPU0 is ready
Standby node in 0/RSP1/CPU0 is NSR-ready

Reload and boot info
----------------------
A9K-RSP-8G reloaded Tue Jun 29 18:56:15 2010: 1 day, 2 hours, 39 minutes ago
Active node booted Tue Jun 29 18:56:15 2010: 1 day, 2 hours, 39 minutes ago
Standby node boot Tue Jun 29 18:55:54 2010: 1 day, 2 hours, 39 minutes ago
Standby node last went not ready Tue Jun 29 18:58:52 2010: 1 day, 2 hours, 36
minutes ago
Standby node last went ready Tue Jun 29 18:59:52 2010: 1 day, 2 hours, 35 minutes
ago
There have been 0 switch-overs since reload

Active node reload "Cause: Node reload is required by install operation"
Standby node reload "Cause: pID node reload is required by install operation"

RP/0/RSP0/CPU0:router#show redundancy summary
Wed Jun 30 21:35:32.259 UTC

Active Node Standby Node
----------- ------------
0/RSP0/CPU0 0/RSP1/CPU0 (Ready, NSR: Ready)

RP/0/RSP0/CPU0:router#show platform

Wed Jun 30 21:35:35.944 UTC
Node Type State Config State
-----------------------------------------------------------------------------
0/RSP0/CPU0 A9K-RSP-8G(Active) IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/RSP1/CPU0 A9K-RSP-8G(Standby) IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/1/CPU0 A9K-8T-E IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/5/CPU0 A9K-40GE-B IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/6/CPU0 A9K-2T20GE-E IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON

ROM モニタモードでの RSP カードの配置：例
次に、ROMモニタモードで RSPを配置する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# admin
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# config-register
boot-mode rom-monitor location all

Set to rom-monitor mode for all mgmt nodes:
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)#config-register boot-mode rom-monitor location all
Successfully set config-register to RP/0/RSP0/CPU0:router
Successfully set config-register to RP/0/RSP0/CPU0:router

システムのリロード中の手動による初期化プロセスの停止

次のメッセージが表示された場合に、RSPカードのロードを強制的に中止して、ROMモニタモー
ドを開始するには、Ctrl+Cを押します。

MBI validation sending request.
HIT Ctrl-C to abort
TYPE 'Send Break'to abort

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーションガイ
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このメッセージは通常、システム起動時の最初の 20秒間に表示されます。 Ctrl+Cキーの組み合
わせをただちに押します。初期化プロセスが停止し、システムを ROMモニタモードにするに
は、この間にCtrl+Cキーを繰り返し押す必要があります。これは、コンソールまたはAUXポー
トへの Telnetセッションを終了します。

この操作は、RSPカードのコンソールポートに直接接続された端末からに限り実行できます。詳
細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router Getting Started Guide』の
「Connecting and Communicating with the Router」セクションを参照してください。

RSPカードは ROMMONになると、スタンバイ CRSPカードに切り替え、その後でそれも
ROMMONになることができます。両方の RSPカードでこのプロセスを繰り返します。

（注）

ROM モニタコマンド
ROMモニタモードのコマンドは、Cisco IOS XRソフトウェアで使用できるコマンドとは異なり
ます。 ROMモニタモードでは ROMモニタコマンドのみを実行でき、Cisco IOS XRソフトウェ
アコマンドは実行できません。この項では、次のトピックについて取り上げます。

一般的な ROM モニタコマンド
次の表は、ROMモニタモードで一般的に使用されるコマンドの要約を示します。これらのコマ
ンドの使用に関する詳細については、このマニュアルの該当する手順を参照してください。

表 1：一般的な ROM モニタコマンド

説明ROMMON コマンド

手動で仮想 Cisco IOS XRソフトウェア
イメージをブートします。

boot image

手動で一時的な代替管理コンフィギュ

レーションファイルによりCisco IOSXR
ソフトウェアをブートします。

boot image –o config-file-path

手動で一時的なデフォルトの管理コン

フィギュレーションファイルにより

Cisco IOSXRソフトウェアをブートしま
す。システムは、CiscoASR9000シリー
ズルータイメージの更新方式を使用し

て、外付けのコンパクトフラッシュから

ブートすることもできます。

boot tftp://config-file-path/image

システム cookieを表示します。Cookie

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーション
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説明ROMMON コマンド

config-register設定を変更します。

confregの値が 0である場合、
自動ブートがディセーブルで、

手動でROMモニタモードから
Cisco IOS XRソフトウェアイ
メージをブートする必要がある

ことを意味します。ただし、

confregの値がゼロ以外の値0x2
の場合は、自動ブートがイネー

ブルで、ROMモニタモード
は、BOOT=環境変数で指定さ
れている Cisco IOS XRソフト
ウェアイメージを自動的にブー

トすることを意味します。

（注）

confreg

使用可能なローカルストレージデバイ

スを表示します（たとえば、disk0:およ
び disk1:）。

dev

ストレージデバイス内のファイルを表示

します。

dir

CiscoASR9000シリーズルータのシャー
シのシリアル番号、MACアドレス、
MAC範囲、PID、コントローラタイプ、
バージョンなどを表示します。

bpcookie

ノードをリセットします。reset

現在設定されている ROMモニタ環境設
定を表示します。

set

新しい ROMモニタ環境設定を保存しま
す。

sync

環境変数の設定を削除します。unset

ROMモニタのバージョンを表示します。version

使用可能な ROM モニタコマンドの表示
次の表は、ROMモニタモードで使用可能な helpコマンドについて説明します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーションガイ
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表 2：ROMMON の help コマンド

説明

使用できるすべての ROMモニタコマンド
の要約を表示します。

helpまたは ?

コマンド構文に関する情報を表示します。-?

コマンドの大文字と小文字は区別されます。 Ctrl+Cキーを押すと、任意のコマンドを停止で
きます。

（注）

使用可能な ROM モニタコマンドの表示：例
Cisco ASR 9000シリーズルータで ?コマンドを入力したときの表示例を次に示します。

rommon B1> ?
alias set and display aliases command
boot boot up an external process
bpcookie display the backplane cookie
cbcinfo Display information from CBC
cbcmsg Send a message to the CBC
cbcping Send "PING" to CBC LED Matrix
clocks get CPU clock information
confreg configuration register utility
cookie display the system cookie
dev list the device table
dir list files in file system
dimminfo Display info for DDR DIMMs
dis disassemble instruction stream
dnld serial download a program module
dump display a block of memory
ddump display a block of memory as double words
dumpspd display DDR2 SPD information
fpgainfo display information about FPGA images
ftcookie display the fan tray cookie
help monitor builtin command help
history monitor command history
meminfo main memory information
portstatus Show 6 port switch port status
repeat repeat a monitor command
reset system reset
showrobfl show run logs
rominfo display the ROMMON header information
scanpci1 scan for devices on PCI bus 1
scanpci2 scan for devices on PCI bus 2
set display the monitor variables
sync write monitor environment to NVRAM
unalias unset an alias
unset unset a monitor variable
version display rommon software, board, version

次に、dir（ディレクトリ）コマンドのパラメータ例を示します。

rommon B1> dir -?
bad device name
usage: dir <device>
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次に、Cisco ASR 9000シリーズルータの ROMモニタモードのプロンプトで versionコマンドを
入力した場合に表示される内容の例を示します。

rommon B1 > version

System Bootstrap, Version 1.0(20081208:173612) [ASR9K ROMMON],
Copyright (c) 1994-2008 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Mon 08-Dec-08 09:36 by abc

LNC2: 1.17 [00000001/00000011]
TMPO: 1.13 [00000001/0000000d]
LB_3: 1.14 [00000001/0000000e]
PUNT: 1.4 [00000001/00000004]
CBC: 1.1
BID: 0x0004

ROM モニタプロンプトの変更
次の例に示すように PS1=コマンドを使用して、ROMモニタモードのプロンプトを変更できま
す。

rommon B1> PS1= “ASR9K_ROMMON B1
!>”

プロンプトを変更すると、ROMモニタの複数のルータを同時に処理する場合に役立ちます。こ
の例では、プロンプトが ASR9K_ROMMON B、その後に行番号が続くことを指定します。

コンフィギュレーションレジスタ設定の表示
現在のコンフィギュレーションレジスタ設定を表示するには、次のようにパラメータを使用せず

に confregコマンドを入力します。

rommon B1> confreg

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor

do you wish to change the configuration? y/n [n]:

コンフィギュレーションレジスタ設定には、仮想コンフィギュレーションレジスタのラベルが付

いています。コンフィギュレーションレジスタ設定の変更を回避するには、noコマンドを入力
します。

環境変数
ROMモニタ環境変数は、Cisco IOS XRソフトウェアの RSPコントロールイーサネットポートの
IPアドレスや Cisco IOS XRソフトウェアの場所など、ROMモニタの属性を定義し、それをロー

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーションガイ
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ドする方法について説明します。環境変数は、コマンドのように入力し、常にその後に等号（=）
が続きます。環境変数の設定は大文字で入力し、その後に定義を続けます。次に例を示します。

TURBOBOOT=on,disk0,format

正常な動作状態では、これらの変数を変更する必要はありません。 ROMモニタの動作方法を変
更する必要がある場合だけ、クリアまたは設定します。

頻繁に使用される環境変数

次の表は、主要な ROMモニタ環境変数を示します。これらの変数を使用する方法については、
このマニュアルの関連する手順を参照してください。

説明環境変数

説明TFTP_MGMT_INTF={0 | 1}

説明IP_ADDRESS=ip_address

RSPカードの管理イーサネット
インターフェイスのサブネット

マスクを設定します。

IP_SUBNET_MASK=ip_address

説明DEFAULT_GATEWAY=ip_address

説明TFTP_SERVER=ip_address

説明TFTP_FILE=drive:path/file

RSPカードの管理イーサネット
インターフェイスのサブネット

マスクを設定します。

TURBOBOOT=on, boot-device, options

RSPカードのデフォルトゲート
ウェイを設定します。

BOOT=drive:path/file

ディスクブート動作が行われる

ローカルストレージデバイス

の順序を指定します。たとえ

ば、disk0:;disk1:の順序は disk0
デバイスから最初にブートし、

障害が発生した場合は、disk1:
デバイスからブートすることを

示します。

BOOT_DEV_SEQ_OPER=drive:

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーション
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説明環境変数

ディスクミラーリング用に設定

済みのプライマリおよびセカン

ダリデバイス（disk0:および
disk1:）を示します。この変数
は通常、Cisco IOS XRソフト
ウェアによって設定されます。

BOOT_DEV_SEQ_CONF=drive:

ksh認証をバイパスします。認
証をバイパスする必要がある

カードだけでリブートが必要で

す。

AUX_AUTHEN_LEVEL=number

デフォルトの管理コンフィギュ

レーションファイルの場所を永

続的に変更します。

IOX_ADMIN_CONFIG_FILE= drive:path/file

ルータコンフィギュレーション

ファイルの場所を永続的に変更

します。

IOX_CONFIG_FILE=drive:path/file

コンフィギュレーションファイ

ルを保存するデフォルトの場所

を永続的に変更します。

IOX_CONFIG_MEDIUM=drive:path

ディスクミラーリングがイネー

ブルになっていることを示すに

は、Cisco IOS XRソフトウェア
でYに設定します。Nに設定さ
れている場合、ディスクミラー

リングがディセーブルであるこ

とを示します。

MIRROR_ENABLE=value

環境変数の設定の表示

現在の環境変数の設定を表示するには、ROMモニタモードのプロンプトで setコマンドを入力し
ます。

rommon B1> set

PS1=RO RSP P4D-17 ! >
IP_ADDRESS=172.29.52.137
DEFAULT_GATEWAY=172.29.52.1
IP_SUBNET_MASK=255.255.255.0

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーションガイ
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TFTP_SERVER=172.23.16.81
IOX_ADMIN_CONFIG_FILE=
TFTP_MGMT_INTF=0
BOOT_DEV_SEQ_CONF=disk0:;disk1:
MIRROR_ENABLE=Y
?=0
TFTP_FILE=/auto/tftpboot-users/lpatton/comp-asr9k-mini.vm-3.9.0.08I.DT_IMAGE
TURBOBOOT=
BSI=0
BOOT_DEV_SEQ_OPER=disk0:;disk1:
BOOT=disk0:asr9k-os-mbi-3.9.0.08I/mbiasr9k-rp.vm,1;
ReloadReason=1

環境変数の設定の入力

環境変数の設定は大文字で入力し、その後に定義を続けます。次に、Cisco ASR 9000シリーズ
ルータでのコントロールイーサネットポートの設定に使用される環境変数の例を示します。

rommon B1> IP_ADDRESS=1.1.1.1
rommon B2> IP_SUBNET_MASK=255.255.254.0
rommon B3> DEFAULT_GATEWAY=1.1.0.1

環境変数の設定の保存

現在の環境変数の設定を保存するには、syncコマンドを入力します。

rommon B1> sync

syncコマンドを使用して保存されていない環境値は、システムがリセットされる、またはブー
トされるたびに廃棄されます。

（注）

環境変数の設定のクリア

環境変数の設定をクリアするには、unsetコマンドを入力します。

rommon B1> unset
変更を永続的なものにするには、syncコマンドを使用します。

syncコマンドを使用して保存されていない環境値は、システムがリセットされる、またはブー
トされるたびに廃棄されます。

（注）
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シャーシのシリアル番号の表示
シャーシのシリアル番号が必要で、その番号はROMモニタモードで動作しているRSP から読み
取ることができます。物理的なラベルがないか、または損傷している場合は、RSPからシャーシ
番号を表示しなければならないことがあります。

1 シャーシの RSPSCまたは RPのコンソールポートにコンソールを接続します。（この作業を
行うには、RSPカードSCまたは RPだけ実行する必要があります。他のカードを挿入する必
要はありません）。

2 シャーシに電力を供給します。

3 ROMモニタモードを開始します。

4 シャーシのシリアル番号を表示するには、ROMモニタプロンプトの特権モードで bpcookieコ
マンドを入力します。

5 ルータを EXECモードへ戻します。

ROM モニタモードの終了
ROMモニタモードを終了するには、コンフィギュレーションレジスタを変更し、RSPをリセッ
トする必要があります。

プロンプトを使用したコンフィギュレーションレジスタのリセット

ROMモニタモードでコンフィギュレーションレジスタ設定を変更するには、ROMモニタモー
ドでconfregコマンドを入力します。このコマンドを入力すると、設定の変更に使用するコンフィ
ギュレーションの要約とプロンプトが表示されます。

ROMモニタモードでは、この手順に示すようにコンフィギュレーションレジスタのプロンプト
を使用してコンフィギュレーションレジスタの値を変更できます。

手順の概要

1. confreg
2. 指示されたとおりにプロンプトに応答します。
3. reset

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーションガイ
ドリリース 4.3.x    

   OL-28383-01-J 17

ROM モニタ概要
シャーシのシリアル番号の表示



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションレジスタのコンフィギュ

レーションプロンプトが表示されます。

confreg

例：

rommon B1> confreg

ステップ 1   

詳しくは、この手順の後の例を参照してください。指示されたとおりにプロンプトに応答し

ます。

ステップ 2   

ルータをリセットして初期化します。reset

例：

rommon B2> reset

ステップ 3   

EXEC モードまたは MBI 確認モードへのリセット
ROMモニタモードを終了してEXECモードにリセットするには、ROMモニタモードのプロンプ
トで confregコマンドを入力します。指示されたとおりにプロンプトに応答します。

ROM モニタモードの終了：例
次に、次のシステムのブート時に ROMモニタモードをイネーブルにする例を示します。

rommon B5 > confreg

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)

enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor

do you wish to change the configuration? y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)

enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーション
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do you wish to change the configuration? y/n [n]: n

You must reset or power cycle for new config to take effect
rommon B6 > reset
次に、次のシステムのブート時に Cisco IOS XRソフトウェアの最小ブートイメージ（MBI）確認
モードまたは EXECモードを開始する例を示します。

rommon B7 > confreg

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)

enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor

do you wish to change the configuration? y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1922)

enabled are:
console baud: 9600
boot: MBI Boot

do you wish to change the configuration? y/n [n]: n

You must reset or power cycle for new config to take effect

rommon B8 > reset
MBI確認モードまたは EXECモードにリセットするには、ブートタイプとして 2を選択します。
EXECモードで RSPをブートするには、resetコマンドを入力します。

MBI検証モードでは、RSPがスタートアップ Cisco IOS XRソフトウェアおよびコンフィギュ
レーションをブートします。

（注）

その他の関連資料
ここでは、ROMモニタに関連する参考資料を紹介します。
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関連資料

参照先関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services RouterGetting
Started Guide』の「Connecting and Communicating with
the Router」

ルータへの端末の接続

Cisco IOS XRソフトウェアの資料： http://
www.cisco.com/en/US/products/ps5845/tsd_products_
support_series_home.html

Cisco IOSXRソフトウェアでのルータの
設定

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイト
では、製品、テクノロジー、ソリューショ

ン、技術的なヒント、およびツールへのリ

ンクなどの、数千ページに及ぶ技術情報が

検索可能です。 Cisco.comに登録済みの
ユーザは、このページから詳細情報にアク

セスできます。
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第 3 章

ROM モニタによるルータの回復

この章では、ルータの ROMモニタ（ROMMON）モードでルータを回復する方法について説明
します。

表 3：ROM モニタによるルータの回復の機能履歴

変更内容リリース

新しいボード、RSP3が導入されました。リリース 4.2.0

• ルータの回復に関する情報, 21 ページ

• ROMMONインストールファイルについて, 22 ページ

• TURBOBOOT変数について, 27 ページ

• ブートデバイス（宛先）について, 27 ページ

• Cisco IOS XRソフトウェアの Cisco ASR 9000シリーズルータへの再インストール, 29 ペー
ジ

• その他の関連資料, 40 ページ

ルータの回復に関する情報
Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータの RSPカードに新しいソフトウェア
をインストールする通常の方法は、管理 EXECモードで installコマンドを使用することです。た
だし、RSPカードが Cisco IOS XRソフトウェアをブートできない場合、または完全に既存のソフ
トウェアを交換する場合、RSPカードが ROMモニタモードである間、ソフトウェアを再インス
トールできます。 ROMモニタモードで Cisco IOS XRソフトウェアをインストールする場合は、
vmファイル拡張子を持つ特殊なソフトウェアインストールファイルを使用する必要があります。
これらのファイルは、vmファイルと呼ばれます。ROMモニタモードではパッケージインストー
ルエンベロープ（PIE）ファイルにソフトウェアをインストールできません。
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ROMモニタモードで vmファイルを使用したインストールは、システムの RSPカードだけか
ら実行する必要があります。

（注）

ROMモニタモードでCisco IOSXRソフトウェアを再インストールすると、現在インストール
されているルータソフトウェアが置換され、ルータの大幅なダウンタイムが発生します。

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Configuration Guide』の
「Upgrading and Managing Cisco IOS XR Software」モジュールの説明に従って、PIEファイルを
使用して管理 EXECモードからソフトウェアパッケージをインストールまたはアップグレー
ドすることを推奨します。

注意

ROMMON インストールファイルについて
この項では、次のトピックについて取り上げます。

インストール可能ファイルの検索

Cisco IOS XRのソフトウェアとバージョン情報を取得するには、次の URLで使用可能な Cisco
Software Delivery System（SDS）を使用します。

http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.html?mdfid=279844343&flowid=2130

Cisco IOS XRソフトウェアイメージを検索するには、次のようにします。

• Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータでいずれかのエントリを選択し
ます。

• IOS XRソフトウェアを選択して、イメージの tarファイルを表示するか、他のいずれかのカ
テゴリを選択して、他のファイルを表示します。

次の表は、ROMMONからインストールできるソフトウェアパッケージを示します。
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表 4：ROM モニタからインストールするためにダウンロード可能なソフトウェア

説明ソフトウェアパッケージ名

このパッケージには、Cisco IOS XRユニキャストルーティングコ
アバンドルの2コピーが含まれています。1つのコピーは、Package
Installation Envelope（PIE）ファイル形式で、『Cisco ASR 9000 Series
Aggregation Services Router System Management Configuration Guide』
の「Upgrading and Managing Cisco IOS XR Software」モジュールの説
明に従って、Cisco IOS XRが実行されているときにインストールで
きます。もう 1つのコピーは、ROMモニタからインストールでき
る vmファイルにあります。このパッケージには、（PIEファイル
形式の）Cisco IOSXRMPLS、Manageability、およびマルチキャスト
パッケージも含まれます。

Cisco IOSXR IP/MPLSコア
ソフトウェア

このパッケージには、Cisco IOSXRセキュリティパッケージに加え
て、Cisco IOS XR IP/MPLSコアソフトウェアパッケージのすべて
が含まれます（PIEファイル）。

Cisco IOSXR IP/MPLSコア
ソフトウェア 3DES

上の表は、tarファイル名拡張子が付いたファイルで配布されるパッケージを示します（tarファイ
ルは UNIXの tarユーティリティでアセンブルされます）。 tarファイルをダウンロードしたら、
パッケージのファイルをインストールする前に、ソフトウェアプログラムで tarファイルを解凍
する必要があります。

ROMモニタからインストールできるファイルには、vm拡張子が付いています。これらのファイ
ルには、Cisco IOS XRユニキャストルーティングコアバンドルに組み込まれたソフトウェアが
含まれています。パッケージの他のファイルは PIEファイルです。

tarファイルには、PIEファイルと vmファイルの両方が含まれています。ルータが正しく動作
している場合、『CiscoASR 9000 Series Aggregation Services Router SystemManagement Configuration
Guide』の「Upgrading and Managing Cisco IOS XR Software」モジュールの説明に従って、ルー
タトラフィックに割り込みがほとんどまたはまったくない適切な PIEファイルを使用してソ
フトウェアをインストールできます。ルータが Cisco IOS XRソフトウェアをブートできない
場合は、最初にvmファイルを使用してコアソフトウェアをインストールしてから、ルータで
EXECモードを開始した後で PIEファイルを使用して追加のパッケージをインストールしま
す。

（注）

tar ファイル名とバージョン番号
tarファイル名の形式は、次のとおりです。

platform-bundle_name-major.minor.maintenance.tar
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表 5：tar ファイル名の構成要素

説明コンポーネント

ソフトウェアパッケージが設計されているプラットフォームを指定します。

Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータ用に設計された
パッケージでは、プラットフォームの指定は「ASR9k」です。

platform

特定のバンドルを識別します。

• IOS XRというバンドル名は、Cisco IOS XRユニキャストルーティング
コアバンドル、管理、MPLS、およびマルチキャストパッケージ内のす
べてのパッケージが含まれているファイルを示します。これらのパッ

ケージは、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System
Management Configuration Guide』の「Upgrading and Managing Cisco IOS
XR Software」モジュールに説明があります。

• IOS XR-k9というバンドル名は、セキュリティパッケージと iosxrバン
ドルファイル内のすべてのパッケージが含まれているファイルを示し

ます。

bundle_name

このパッケージのメジャーリリースを指定します。

•メジャーリリースは、製品のアーキテクチャ上の大きい変更がある場
合に発生します（たとえば、主な新機能が導入された場合）。

•ルータ上で動作するパッケージはすべて同じメジャーリリースレベル
にある必要があります。

•メジャーリリースは頻度が最も低いリリースで、ルータのリブートが
必要になる場合があります。

major

このパッケージのマイナーリリースを指定します。

•マイナーリリースには、次の 1つ以上の項目が含まれています。

◦新機能

◦バグ修正

•マイナーリリースバージョンは、ルータ上で動作するすべてのソフト
ウェアパッケージで同じである必要はありませんが、動作するパッケー

ジは、相互に互換性があるとしてシスコによって認証されている必要が

あります。

•マイナーリリースによって、ルータのリブートが必要になる場合があ
ります。

minor
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説明コンポーネント

このパッケージのメンテナンスリリースを指定します。

•メンテナンスリリースは、パッケージのバグフィックスの集合が含ま
れています。

•メンテナンスリリースバージョンは、ルータで動作しているすべての
ソフトウェアパッケージで同じである必要はありませんが、メンテナ

ンスリリースのメジャーバージョンとマイナーバージョンは、更新さ

れるパッケージのこれらのバージョンと一致する必要があります。

•メンテナンスリリースでは通常、ルータのリブートは不要です。

maintenance

vm のファイル名とバージョン番号
Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータの vmファイル名の形式は、次のとお
りです。

platform-package_name.vm-major.minor.maintenance

次の表は、他のファイル名構成要素について説明します。

表 6：vm ファイル名の構成要素

説明コンポーネント

ソフトウェアパッケージが設計されているプラットフォームを指定します。

Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータ用に設計された
パッケージでは、プラットフォームの指定は「asr9k」です。

platform

特定のパッケージを識別します。

•ミニパッケージ名は、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
SystemManagement Configuration Guide』の「Upgrading andManaging Cisco
IOS XR Software」モジュールで説明されているように、Cisco IOS XRユ
ニキャストルーティングコアバンドルにすべてのパッケージを含む複合

パッケージを示します。

package_name
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説明コンポーネント

このパッケージのメジャーリリースを指定します。

•メジャーリリースは、製品に重要なアーキテクチャの変更（例：重要な
新しい機能の導入など）がある場合に出されます。

•ルータ上で動作するパッケージはすべて同じメジャーリリースレベルに
ある必要があります。

•メジャーリリースは、最もリリースの頻度が低く、ルータのリブートが
必要な場合があります。

major

このパッケージのマイナーリリースを指定します。

•マイナーリリースには、次のうちの 1つまたは複数が含まれています。

◦新機能

◦バグ修正

•マイナーリリースバージョンは、ルータで動作するすべてのソフトウェ
アパッケージで同一である必要はありませんが、動作パッケージは互い

に互換性があるとシスコの認定を受けている必要があります。

•マイナーリリースでは、ルータのリブートが必要な場合があります。

minor

このパッケージのメンテナンスリリースを指定します。

•メンテナンスリリースには、パッケージのバグ修正の集合が含まれてい
ます。

•メンテナンスリリースバージョンは、ルータで動作しているすべてのソ
フトウェアパッケージで同じである必要はありませんが、メンテナンス

リリースのメジャーバージョンとマイナーバージョンは、更新される

パッケージのこれらのバージョンと一致する必要があります。

•メンテナンスリリースでは通常、ルータのリブートは不要です。

maintenance

次に、複数のミニパッケージの構成の例を示します。

comp-asr9k-mini.vm-4.3.0
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TURBOBOOT 変数について
TURBOBOOT環境変数は、ROMモニタモードでソフトウェアのインストールプロセスを自動化
し、ソフトウェアインストール用のブートデバイス（宛先ディスク）などのインストールの設定

を確認します。次に、TURBOBOOT環境変数の構文を示します。

TURBOBOOT=on,{boot-device},[format | clean],[nodisablebreak]

上記の例では、TURBOBOOT変数は onに設定されていて、ブートデバイス（宛先ディスク）は
disk0:内のフラッシュディスクです。インストールプロセスによってディスクがフォーマットさ
れ、インストールプロセスは早期に終了できます。

TURBOBOOT=on,disk0,format,nodisablebreak

TURBOBOOT変数の 4つの主要な引数とキーワードは、次のとおりです。

• on：RSPRP is booted with the vmイメージを使用した RSPのブート時に、Cisco IOS XRソフト
ウェアパッケージをインストールしてアクティブにします。

• boot-device：ソフトウェアをインストールするための宛先ディスクを選択します。

• [format | clean]：cleanオプションを選択すると、Cisco IOS XRソフトウェアは完全に置き換
えられますが、コンフィギュレーションファイルを含め、ディスクの他のファイルはすべて

維持されます。 formatオプションを選択すると、Cisco IOSXRソフトウェアは完全に置き換
えられ、管理コンフィギュレーションだけが維持されます。すべてのコンフィギュレーショ

ンファイルとすべてのユーザファイルを含め、ディスク上の他のファイルはすべて削除さ

れます。管理コンフィギュレーションには、デフォルトの SDR名およびインベントリを判
別するコンフィギュレーションが含まれています。

• [nodisablebreak]：nodisablebreakフラグが追加されると、TURBOBOOT変数を使用したイン
ストールプロセスは、端末から中断を送信することで、早期に終了できます。デフォルト

では、端末から中断は無視されます。

（注） •各引数はカンマで区切られます。

•デフォルトのブートデバイスディスクは disk0:です。

ブートデバイス（宛先）について
ブートデバイスは、Cisco IOSXRソフトウェアがすべてのRSPでインストールされている場所を
決定します。システムは、ブートデバイスを使用して、システム内の他の RSPカードにソフト
ウェアをインストールします。追加のソフトウェアまたはソフトウェアアップグレードは、同じ

ブートデバイスに自動的に保存されます。
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ROMモニタモードで Turbobootメソッドを使用して Cisco IOS XRソフトウェアをインストール
する場合、ルータにブートデバイスを指定する必要があります。ブートデバイスは、Cisco IOS
XRソフトウェアがインストールされている RSPカードのローカルディスクです。

Cisco IOSXRパッケージはブートデバイス（disk0:または disk1:）にインストールされ、最小ブー
トイメージ（MBI）は bootflash:デバイスにインストールされます。MBIには低レベルの Cisco
IOS XRドライバが含まれます。その後、ルータで完全な Cisco IOS XRソフトウェア環境を使用
できるようになります。 ROMモニタソフトウェアは bootflash:デバイスからMBIをロードしま
す。

• MBIは常にブートデバイスにインストールされます。

• Cisco ASR 9000シリーズルータでサポートされるブートデバイスは disk0:と disk1:です。

RSP3カードでは、Cisco IOS XRソフトウェアは、disk0または disk1に直接インストールされ
ます。

（注）

TURBOBOOTメソッドを使用して Cisco IOS XRソフトウェアをブートデバイスにインストール
すると、すべての追加のソフトウェアとソフトウェアアップグレードは、同じブートデバイスに

自動的にインストールおよび同期され、変更できません。次に例を示します。

• disk0を指定して TURBOBOOT変数を使用して（TURBOBOOT=on,disk0）Cisco IOS XRソフ
トウェアをRSPカードにインストールすると、すべてのパッケージが disk0:にインストール
され、ブートデバイスは disk0:になります。

• disk1を指定した TURBOBOOT変数を使用して（TURBOBOOT=on,disk1）Cisco IOS XRソフ
トウェアをRSPカードにインストールすると、すべてのパッケージが disk1:にインストール
され、ブートデバイスは disk1:になります。

• Cisco IOSXRソフトウェアをブートした後で、ブートデバイス以外の場所にパッケージを追
加することはできません。たとえば、disk1:では DSCをブートできず、disk0:にパッケージ
を追加できません（またはその逆）。

disk0:をブートデバイスとして使用することを推奨します。 disk0:は、ほとんどのRSPにプレ
インストールされています。これにより、システム全体にソフトウェアパッケージを保存す

るために正しいディスクが使用されるようになります。

（注）
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Cisco IOS XR ソフトウェアの Cisco ASR 9000 シリーズルー
タへの再インストール

ROMモニタモードでCisco IOSXRソフトウェアを再インストールすると、現在インストール
されているルータソフトウェアが置換され、ルータの大幅なダウンタイムが発生します。

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Configuration Guide』の
「Upgrading and Managing Cisco IOS XR Software」モジュールの説明に従って、パッケージイ
ンストールエンベロープ（PIE）ファイルを使用して管理EXECモードからソフトウェアパッ
ケージをインストールまたはアップグレードすることを推奨します。

注意

この項では、次のトピックについて取り上げます。

Cisco ASR 9000 シリーズルータのルータインストールの概要
ROMモニタモードでソフトウェアを再インストールする場合、次のいずれかの手順を実行でき
ます。

• TFTPサーバ上の vmファイルから RSPに Cisco IOS XRソフトウェアをロードします。

• vmファイルをローカルストレージデバイスに転送し、そのストレージデバイスから RSP
に Cisco IOS XRソフトウェアをロードします。

TFTP サーバからのインストール
TFTPサーバから RSPに Cisco IOS XRソフトウェアをインストールする場合は、次のタスクを実
行する必要があります。

1 EXECモードにしたままルータコンフィギュレーションをバックアップします。

2 cfs checkコマンドを使用してコンフィギュレーションファイルシステムの状態を確認します。

3 ROMモニタモードですべての RSPを配置します。

4 ROMモニタモードで、すべてのRSPカードのBOOTおよび TFTP_FILE ROMモニタ環境変数
をクリアします。ディスクミラーリングがイネーブルの場合、BOOT_DEV_SEQ_OPERと
MIRROR_ENABLE ROMモニタ環境変数をクリアして、ディスクミラーリングをディセーブ
ルにします。
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TURBOBOOT変数を使用して Cisco IOS XRのインストールが完了した後で、ディスクミラー
リングを復元します。ディスクミラーリングを復元するには、グローバルコンフィギュレー

ションモードで mirrorコマンドを使用します。 mirrorコマンドの詳細については、『Cisco
ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Command Reference』の「Boot
Commands on Cisco IOS XR Software」を参照してください。

（注）

5 すべての RSPカードをMBI確認ブートモードまたは EXECモードに設定するには、ROMモ
ニタモードで confregコマンドを使用します。

6 アクティブRSPで、管理イーサネットインターフェイス用の IPパラメータ（IP_ADDRESS、
DEFAULT_GATEWAY、IP_SUBNET_MASK）を設定します。これらの変数は ROMモニタ
で設定され、TFTPサーバにアクセスする必要があります。

7 アクティブ RSPで、インストール時にブートディスクをクリーニングするかフォーマットす
るには、TURBOBOOT環境変数を設定します。推奨されるブートデバイスは disk0:です。

8 アクティブ RSPで、TFTPサーバの vmファイルから Cisco IOS XRソフトウェアをブートしま
す。

9 Cisco IOS XRソフトウェアをブートするには、他の RSPをすべてリセットします。

Cisco IOS XRソフトウェアのブート後に、TURBOBOOTプロセスは、TURBOBOOT環境変数
の設定に基づいてブートデバイスをクリーニングまたはフォーマットします。

（注）

10 「ステップ4」でディスクミラーリングをディセーブルにした場合は、復元します。ディスク
ミラーリングを復元するには、グローバルコンフィギュレーションモードでmirrorコマンド
を使用します。mirrorコマンドの詳細については、『CiscoASR 9000 Series Aggregation Services
Router System Management Command Reference』の「Boot Commands on Cisco IOS XR Software」
を参照してください。

ブートデバイスをフォーマットするように TURBOBOOT変数が設定されている場合、デフォ
ルトのSDRコンフィギュレーションが削除され、adminコンフィギュレーションだけが保持さ
れます。

注意

TFTP サーバイメージから Cisco ASR 9000 シリーズルータへの再インス
トール

Cisco IOS XRソフトウェアは、TFTPサーバにある vmファイルから直接再インストールできま
す。説明に正確に従って、この項の手順を実行します。
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TFTP サーバイメージから Cisco ASR 9000 シリーズルータへの再インストール

はじめる前に

TFTPサーバイメージから Cisco IOS XRソフトウェアを再インストールする前に、次の前提条件
を満たしていることを確認してください。

• Cisco ASR 9000シリーズルータの ROMモニタファームウェアに、インストールする Cisco
IOS XRソフトウェアイメージとの互換性があること。

•表示される情報は次のとおりです。

◦ RSPにある管理イーサネットインターフェイスの IPアドレス

◦ RSPにある管理イーサネットインターフェイスのサブネットマスク

◦ルータのデフォルトゲートウェイの IPアドレス

◦ソフトウェアのダウンロード元となる TFTPサーバの IPアドレス

◦ルータにインストールされる vmインストールファイルのファイル名およびディレクト
リ

◦システムのブートデバイス。

RSP3カードでは、TFTPブートに ROMMON変数 TFTP_MGMT_INTF=port_noは不要です。（注）
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手順の概要

1. EXECモードにしたままルータコンフィギュレーションをバックアップします。
2. コンフィギュレーションファイルシステムの健全性を確認します。 cfs check
3. admin
4. すべての RSPカードを ROMモニタモードにします。

config-register boot-mode rom-monitor location all reload location all
5. すべての RSPカードの ROMモニタ環境変数をクリアします。 unset BOOT unset TFTP_FILE

sync
6. ディスクミラーリングがイネーブルの場合、ROMモニタ環境変数BOOT_DEV_SEQ_OPERと

MIRROR_ENABLEをクリアします。unset BOOT_DEV_SEQ_OPERunsetMIRROR_ENABLE
sync

7. RSPカードで、ROMモニタモードで使用するために管理イーサネットインターフェイスを設
定する環境変数を設定します。IP_ADDRESS=ip_address IP_SUBNET_MASK=mask
DEFAULT_GATEWAY=ip_address

8. RSPカードで、TFTP環境変数を設定します。TFTP_VERBOSE=print_setting
TFTP_RETRY_COUNT=retry_count TFTP_TIMEOUT=timeout TFTP_CHECKSUM=0
TFTP_SERVER=server_ip_addr TFTP_MGMT_INTF=port_no

9. RSPカードで、TURBOBOOT変数を設定します。TURBOBOOT=on,boot-device,options sync
10. RSPカードで、tftpサーバにある vmイメージをブートします。boot tftp://server/directory/filename
11. Cisco IOS XRソフトウェアをブートするには、他の RSPカードをすべてリセットします。

confreg reset
12. 「ステップ 5」でディスクミラーリングをディセーブルにした場合は、復元します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）現在のルータコンフィギュレーションを保存

するには、EXECモードで別のディスクにコピーしま
す。

EXECモードにしたままルータコンフィギュレーショ
ンをバックアップします。

ステッ

プ 1   

（任意）ルータコンフィギュレーションの健全性を確

認し、内部の不一致を解決します。

コンフィギュレーションファイルシステムの健全性

を確認します。 cfs check
ステッ

プ 2   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# cfs check

（注） •このステップは、（TURBOBOOT変数
が cleanに設定されている場合に）ルー
タコンフィギュレーションを保存する

ために限り必要です。 TURBOBOOT変
数がformatに設定されている場合、ディ
スクは消去され、既存のコンフィギュ

レーションは削除されます。デフォル

トオプションは cleanです。
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目的コマンドまたはアクション

管理 EXECモードを開始します。admin

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# admin

ステッ

プ 3   

すべてのRSPカードをROMモニタモードにします。
config-register boot-mode rom-monitor location all
reload location all

ステッ

プ 4   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# config-register
boot-mode rom-monitor location all
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# reload location all

システムのすべてのRSPカードで、TURBOBOOT変数
を使用してインストールの準備ができていることを確

すべての RSPカードの ROMモニタ環境変数をクリ
アします。 unset BOOT unset TFTP_FILE sync

ステッ

プ 5   
認します。システム（LCC）のRSPカードごとに繰り
返します。例：

rommon B1> unset BOOT 次のように正確に設定を入力します。この手順では、

各カードに端末を接続する必要があります。
rommon B2> unset TFTP_FILE
rommon B3> sync

すべての変数名で大文字と小文字が区別されます。

• BOOT変数をクリアします。

• TFTP_FILE変数をクリアします。

•変更を保存します。

（注） • unsetコマンドでエラーメッセージ
が表示される場合は、変更しよう

としている変数が設定されていな

い可能性があります。この場合

は、メッセージを無視して続行し

ます。

ディスクミラーリングがイネーブルの場合、ディスク

ミラーリングをディセーブルにするには、

ディスクミラーリングがイネーブルの場合、ROM
モニタ環境変数 BOOT_DEV_SEQ_OPERと

ステッ

プ 6   
BOOT_DEV_SEQ_OPERとMIRROR_ENABLE ROM
モニタ環境変数をクリアします。

MIRROR_ENABLEをクリアします。 unset
BOOT_DEV_SEQ_OPER unset MIRROR_ENABLE
sync

すべての変数名で大文字と小文字が区別されます。

例： • BOOT_DEV_SEQ_OPER変数をクリアします。
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目的コマンドまたはアクション

例

rommon B1> unset BOOT_DEV_SEQ_OPER

• MIRROR_ENABLE変数をクリアします。

•変更を保存します。
rommon B2> unset MIRROR_ENABLE
rommon B3> sync （注） • TURBOBOOT変数を使用してイン

ストールが完了したら、ディスク

ミラーリング設定を復元します。

ディスクミラーリングが、mirror
コマンドを使用してグローバルコ

ンフィギュレーションモードで復

元されます。

表示されるように、これらの設定を正確に入力します。

すべての変数名で大文字と小文字が区別されます。

RSPカードで、ROMモニタモードで使用するため
に管理イーサネットインターフェイスを設定する環

ステッ

プ 7   
境変数を設定します。IP_ADDRESS=ip_address • RSPカードの管理イーサネットインターフェイス

の IPアドレスを設定します。
IP_SUBNET_MASK=mask
DEFAULT_GATEWAY=ip_address

例：

rommon B4> IP_ADDRESS=1.1.1.1

• RSPカードの管理イーサネットインターフェイス
のサブネットマスクを設定します。

• RSPカードのデフォルトゲートウェイを指定しま
す。

rommon B5> IP_SUBNET_MASK=255.255.254.0
rommon B6> DEFAULT_GATEWAY=1.1.0.1

（任意）表示されるように、これらの設定を正確に入

力します。すべての変数名で大文字と小文字が区別さ

れます。

RSPカードで、TFTP環境変数を設定します。
TFTP_VERBOSE=print_setting
TFTP_RETRY_COUNT=retry_count
TFTP_TIMEOUT=timeout TFTP_CHECKSUM=0

ステッ

プ 8   

• TFTP_VERBOSEは、プリンタを設定します。0
は quiet、1は progress（デフォルト）、2は verbose
です。

TFTP_SERVER=server_ip_addr
TFTP_MGMT_INTF=port_no

例： • TFTP_RETRY_COUNTは、ARPおよび TFTPの
リトライ回数を設定します（デフォルトは18）。

例

rommon B4> TFTP_VERBOSE=0 • TFTP_TIMEOUTは、操作の全体的なタイムアウ
トを秒単位で設定します（デフォルトは7200）。

rommon B5> TFTP_RETRY_COUNT=4
rommon B6> TFTP_TIMEOUT=6000
rommon B7> TFTP_CHECKSUM=0
rommon B8> TFTP_SERVER=223.255.255.254
rommon B9> TFTP_MGMT_INTF=0

• TFTP_CHECKSUMは、イメージでチェックサム
テストを実行するかどうかを指定します。0はno、
1は yesです。

• TFTP_SERVERは、ブート可能なソフトウェア
イメージがある TFTPサーバの IPアドレスを設定
します。
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目的コマンドまたはアクション

• TFTP_MGMT_INTFは、TFTPに使用する RSP
カード管理 LANポートを決定します。デフォル
ト値は、ポート 0です。

TURBOBOOTパラメータを設定して、コンフィギュ
レーションを保存します。各パラメータはカンマ（,）

RSPカードで、TURBOBOOT変数を設定します。
TURBOBOOT=on,boot-device,options sync

例：

rommon B9> TURBOBOOT=on,disk0,format
rommon B10> sync

ステッ

プ 9   
で区切ります。これらのパラメータは、次のとおりで

す。

• TURBOBOOT変数を使用してインストールプロ
セスをイネーブルにするには、onを指定します。

•すべてのソフトウェアがRSPカードにインストー
ルされているブートデバイスを指定します。disk0
を推奨します。

•ブートデバイスをフォーマットせずに既存のソフ
トウェアを置き換えるには、optionsを cleanに置
き換えます。

•既存のソフトウェアを置き換えて、ブートデバイ
スをフォーマットするには、optionsを formatに置
き換えます。

•デフォルトオプションは cleanです。

•既存のコンフィギュレーションが保存されます。

ファイルを TFTPサーバから取り出してブートディス
クにインストールします。

RSPカードで、tftpサーバにある vmイメージをブー
トします。boot tftp://server/directory/filename

ステッ

プ 10   

例：

rommon B11> boot

• RSPカードでこのコマンドを実行し、TFTPサー
バから vmインストールファイルを指定します。

•このプロセスによって、既存のソフトウェアパッ
ケージが削除され、コンフィギュレーションレジ

tftp://223.255.254.254/softdir/comp-asr9k-mini.vm

スタは 0x2にリセットされ、RSPカードがブート
されます。

•システムを完全にブートできます。TURBOBOOT
変数を使用したインストールプロセスには時間が

かかります。ユーザ名の入力を要求されるか、

CLIプロンプトが表示されるまで、コマンドを入
力しないでください。

•「Press RETURN to get started」が 2回表示されま
す。最初は、ソフトウェアがメモリにロードされ
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目的コマンドまたはアクション

ると表示されます。2回めは、ソフトウェアがディ
スクにインストールされた後に表示されます。

• RSPカードは、次のメッセージが表示されたとき
に完全にブートされます。

SYSTEM CONFIGURATION COMPLETED

Cisco IOS XRソフトウェアをブートするには、他の
RSPカードをすべてリセットします。confreg reset

ステッ

プ 11   
• confregコマンドは、コンフィギュレーションレ
ジスタを変更するための一連のプロンプトを表示

します。 EXECモードにリセットするには、プロ
例：

rommon B4> confreg
rommon B5> reset

ンプトが表示されたらブートタイプとして 2を選
択します。

• ROMモニタモードのままにするのではなくブー
トプロセスを自動的に開始するようコンフィギュ

レーションレジスタを設定します。

• RSPカードをリセットして、ブートプロセスを開
始します。

ディスクミラーリングを復元するには、グローバルコ

ンフィギュレーションモードでmirrorコマンドを使用
します。

「ステップ 5」でディスクミラーリングをディセー
ブルにした場合は、復元します。

例：
rommon B6 mirror

ステッ

プ 12   

TFTP サーバイメージから Cisco ASR 9000 シリーズルータへの再インストール：例

次に、TFTPサーバから Cisco IOS XRソフトウェアをインストールする例を示します。

ROMモニタモードですべての RSPを配置します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# admin
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# config-register boot-mode rom-monitor
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# location all
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# reload location all
RSPすべての ROMモニタ環境変数をクリアします。

rommon B1 > unset BOOT
rommon B2 > unset TFTP_FILE
rommon B3 > sync

ディスクミラーリングの ROMモニタ環境変数をクリアします。

rommon B1 > unset BOOT_DEV_SEQ_OPER
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rommon B2 > unset MIRROR_ENABLE
rommon B3 > sync

TURBOBOOT変数を使用してインストールが完了した後で、ディスクミラーリング設定を復
元します。ディスクミラーリングは、グローバルコンフィギュレーションモードで mirror
コマンドを使用して復元されます。mirrorコマンドの詳細については、『CiscoASR9000Series
Aggregation Services Router SystemManagement Command Reference』の「Boot Commands on Cisco
IOS XR Software」を参照してください。

（注）

RSPの ROMモニタ管理イーサネットインターフェイスを設定するよう IP環境変数を設定しま
す。

rommon B4 > IP_ADDRESS=10.1.1.1
rommon B5 > IP_SUBNET_MASK=255.255.254.0
rommon B6 > DEFAULT_GATEWAY=10.1.0.1
RSPで TURBOBOOT変数を使用してインストールプロセスをイネーブルにします。次に、指定
された TFTPサーバで指定された vmファイルを使用してルータをブートする例を示します。

rommon B7 > TURBOBOOT=on,disk0,format
rommon B8 > sync
rommon B9 > boot tftp://10.10.10.10/software/comp-asr9k-mini.vm
Cisco IOS XRソフトウェアをブートするには、他の RSPをすべてリセットします。

指示されたとおりにプロンプトに応答します。 EXECモードで RSPカードをブートするには、
ブートタイプとして 2を設定します。

rommon B11 > reset

USB ドライブから Cisco ASR 9000 シリーズルータへの Cisco IOS XR ソ
フトウェアのインストール

はじめる前に

次の前提条件が満たされていることを確認してください。

• Cisco IOS XR 4.3.0-pxファイルが USBドライブに用意されています。

• RSP 440がインストールされています。

•アクティブな RSP 440へのコンソールアクセスが可能です。
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手順の概要

1. ルータが準備完了状態にあることを確認します。
2. 端末を RSPカードのコンソールポートに接続し、ルータにログインします。
3. すべての RSPカードを ROMモニタモードで配置します。

config-register boot-mode rom-monitor location all reload location all
4. RSPのスロットに USBドライブを挿入します。 dir usb
5. すべての RSPカードの ROMモニタ環境変数をクリアします。 unset BOOTsync
6. RSPカードで TURBOBOOT変数を設定します。 TURBOBOOT=on ,disk 0,formatsync
7. Cisco IOS XR 4.3.0-pxを USB.mediaboot usb:\ filenameからインストールします

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

すべてのコンフィギュレーションが保存されており、イン

ストールプロセスが実行されていないことを確認します。

ルータが準備完了状態にあることを確認しま

す。

ステップ 1   

端末または PCを RSPカードのコンソールポートに接続
し、ルータ管理セッションを設定します。

端末をRSPカードのコンソールポートに接続
し、ルータにログインします。

例：
rommon B1>

ステップ 2   

すべてのRSPカードをROMモニタモードで
配置します。

ステップ 3   

config-register boot-mode rom-monitor location
all reload location all

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)#
config-register boot-mode rom-monitor
location all
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# reload
location all

USBドライブの内容を表示します。RSPのスロットに USBドライブを挿入しま
す。 dir usb

ステップ 4   

例：

rommon B1> dir usb

システムのすべての RSPカードで、TURBOBOOT変数を
使用したインストールの準備ができていることを確認しま

すべての RSPカードの ROMモニタ環境変数
をクリアします。 unset BOOTsync

ステップ 5   

す。システム（LCC）のRSPカードごとに繰り返します。
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目的コマンドまたはアクション

例：

rommon B2> unset BOOT
rommon B3> sync

次のように正確に設定を入力します。この手順では、各

カードに端末を接続する必要があります。

すべての変数名で大文字と小文字が区別されます。

• BOOT変数をクリアします。

•変更を保存します。

unsetコマンドでエラーメッセージが表示され
る場合は、変更しようとしている変数が設定さ

れていない可能性があります。この場合は、

メッセージを無視して続行します。

（注）

TURBOBOOTパラメータを設定して、コンフィギュレー
ションを保存します。各パラメータはカンマ（,）で区切
ります。これらのパラメータは、次のとおりです。

RSPカードで TURBOBOOT変数を設定しま
す。 TURBOBOOT=on ,disk 0,formatsync

例：

rommon B4> TURBOBOOT=on,disk0,format
rommon B5> sync

ステップ 6   

• TURBOBOOT変数を使用してインストールプロセス
をイネーブルにするには、onを指定します。

•すべてのソフトウェアが RSPカードにインストール
されているブートデバイスを指定します。 disk0を
推奨します。

•デフォルトオプションは cleanです。ブートデバイ
スをフォーマットせずに既存のソフトウェアを置き

換えるには、optionsを cleanに置き換えます。

•既存のソフトウェアを置き換えて、ブートデバイス
をフォーマットするには、optionsを formatに置き換
えます。

CiscoASR9000シリーズルータでCisco IOSXRソフトウェ
アのブートプロセスを開始します。 turbobootオプション

Cisco IOS XR 4.3.0-pxを USB.mediaboot usb:\
filenameからインストールします

ステップ 7   

を設定することで、すべてのファイルがdisk0にインストー
ルされます。例：

rommon B6> mediaboot
usb:\asr9k-mini-px.vm-4.3.0

次の作業

システムが起動し、EXECモードになったら、RSPカードですべての CLIコマンドを実行できま
す。
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前のルータコンフィギュレーションがない場合は、ブートプロセスの完了時にルートシステ

ムのユーザ名およびパスワードを入力する必要があります。

（注）

ソフトウェアを再インストールしたら、インターフェイスを確認して、パッケージをインストー

ルするか他の設定作業を実行できます。

•インターフェイスが起動して正しく設定されていることを確認する方法については、「Verifying
the System Interfaces」を参照してください。

•必要に応じて PIEファイルから追加のソフトウェアをインストールします。詳細について
は、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router SystemManagement Configuration Guide』
の「Upgrading and Managing Cisco IOS XR Software」モジュールを参照してください。

その他の関連資料
ここでは、ROMモニタに関連する参考資料を紹介します。

関連資料

参照先関連項目

次の場所にある『What's New in Cisco Product
Documentation』の「ObtainingAdditional Publications and
Information」 http://www.cisco.com/en/US/docs/general/
whatsnew/whatsnew.html

シスコの担当者への連絡

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services RouterGetting
Started Guide』の「Upgrading and Managing Cisco IOS
XR Software」

現在のルータコンフィギュレーション

の保存

インターフェイスが起動して正しく設定

されていることの確認

PIEファイルからのソフトウェアパッ
ケージのインストールまたはアップグ

レード

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services RouterGetting
Started Guide』の「Managing the Router Hardware」

冗長スロットのペア
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイト
では、製品、テクノロジー、ソリューショ

ン、技術的なヒント、およびツールへのリ

ンクなどの、数千ページに及ぶ技術情報が

検索可能です。 Cisco.comに登録済みの
ユーザは、このページから詳細情報にアク

セスできます。
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第 4 章

ROM モニタでのコンフィギュレーション
ファイルの管理

この章では、ルータのコンフィギュレーションファイルの管理についての情報を提供します。

• コンフィギュレーションファイルについての情報, 43 ページ

• 代替管理コンフィギュレーションの指定, 44 ページ

• 代替 SDRコンフィギュレーションの指定, 50 ページ

• コンフィギュレーションファイルの代替の保管場所の指定, 58 ページ

• その他の関連資料, 61 ページ

コンフィギュレーションファイルについての情報
Cisco IOSXRソフトウェアは、2種類のコンフィギュレーションファイル、管理コンフィギュレー
ションファイルおよびデフォルトのセキュアドメインルータ（SDR）のコンフィギュレーション
ファイルを作成します。これらのコンフィギュレーションファイルは、次の場所に格納されま

す。

• RSPに格納され、SDR名およびノードインベントリなどの項目のシステム全体のコンフィ
ギュレーションを含む管理コンフィギュレーションファイルは 1つだけ存在します。

•ルーティング、インターフェイス、SDRユーザ名、および他のSDR固有のコンフィギュレー
ション用のパラメータを指定するために RSPに格納されている、Cisco ASR 9000シリーズ
ルータの SDRコンフィギュレーションファイルは 1つだけ存在します。

CiscoASR9000シリーズルータには、SDR（デフォルトSDR）が 1つだけ含まれています。Cisco
IOSXRソフトウェアでは、SDRは、単一の物理システムを論理的に分けられた複数のルータに分
割する方法です。 Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータは、シェルフにつ
き 1つの SDRだけをサポートする単一のシェルフルータです。
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SDRおよび管理プレーンコンフィギュレーションの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series
Aggregation Services Router System Management Configuration Guide』の「Configuring Secure Domain
Routers on Cisco IOS XR Software」モジュールを参照してください。

ここでは、ROMモニタからのコンフィギュレーションファイルの使用を管理する方法について
説明します。

ほとんどの状況では、デフォルトコンフィギュレーションで十分です。次の項で説明するオ

プションは、別のコンフィギュレーションが必要なまれなケースです。これらのオプション

を使用すると、システムエラーまたはダウンタイムが発生する可能性があります。これらの

オプションを使用する前にシスコのテクニカルサポートに問い合わせてください。

注意

代替管理コンフィギュレーションの指定
管理コンフィギュレーションには、システム全体のSDR名やノードインベントリなど、システム
全体のコンフィギュレーションが保存されます。これは、ルーティングおよびインターフェイス

のコンフィギュレーションを保存するデフォルトSDRコンフィギュレーションとは異なります。

ほとんどの状況では、デフォルトでコミットされた管理コンフィギュレーションで十分です。

この項で説明するオプションは、代替管理コンフィギュレーションが必要なまれなケースで

す。この方法を使用すると、システムエラーまたはダウンタイムが発生する可能性がありま

す。

注意

-o ブートオプションを使用した一時的な代替管理設定の指定 -o ブー
トオプション

-oブートオプションを使用したこの管理コンフィギュレーションモードは、本質的には一時的で
す。このブートオプションを設定すると、このモードでは、ルータはこの代替コンフィギュレー

ションからブートできます。またこのコンフィギュレーションファイルで指定されたコンフィ

ギュレーションは実行コンフィギュレーションと永続的なコンフィギュレーションの一部になり

ます。

- oオプションで指定された外部コンフィギュレーションでルータをブートすると、システム
ではデフォルトコンフィギュレーションが失われます。デフォルトコンフィギュレーション

は、この代替コンフィギュレーションと完全に置き換えられます。

（注）

-oブートオプションとともに一時的な管理コンフィギュレーションファイルを指定するには、次
の手順を実行します。この方法では、指定のコンフィギュレーションファイルは、1つのルータ
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のブートで使用されます。RSPが再びリセットされると、永久的なコンフィギュレーションファ
イルが使用されます。

手順の概要

1. ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配置します。
2. confreg
3. ブートタイプとして 0を入力します。
4. reset
5. confreg
6. ブートタイプとして 2を入力します。
7. set
8. bootimage –oconfig-file-path
9. confreg
10. ブートタイプとして 2を入力します。
11. reset

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配
置します。

ステップ 1   

スタンバイRSPが制御を引き継がないようにスタン
バイRSPのコンフィギュレーションレジスタをROM

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 2   

モニタモードに設定します。コンフィギュレーショ

ンレジスタを ROMモニタモードに設定するには、
ROMモニタモードプロンプトで confregコマンド

Configuration Summary
を入力します。また、コンソールのボーレート、(Virtual Configuration Register: 0x1920)

ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコンフィenabled are:
console baud: 9600

ギュレーション設定を変更してから、ROMモニタ
モードで診断モードをイネーブルにできます。

boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration? y/n [n]:
y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n

コンフィギュレーションレジスタは

TURBOBOOTなどの環境変数ではありま
せん。 confregコマンドを入力するときに
は、等号を入力しないでください。

（注）change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode
[0]: 0

次のシステムのブート時に ROMモニタモードをイ
ネーブルにするには、ブートタイプを 0に設定しま
す。

ブートタイプとして 0を入力します。

例：
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode [0]: 0

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

スタンバイRSPカードのコンフィギュレーションレ
ジスタ設定を有効にします。

reset

例：
rommon B2> reset

ステップ 4   

アクティブRSPのコンフィギュレーションレジスタ
をEXECモードに設定します。また、コンソールの

confreg

例：

rommon B1 > confreg

Configuration Summary

ステップ 5   

ボーレート、ブート特性、ブートタイプ、ブート

タイプコンフィギュレーション設定を変更してか

ら、ROMモニタモードで診断モードをイネーブル
にできます。(Virtual Configuration Register: 0x1920)

enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration? y/n
[n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたは
EXECモードをイネーブルにするには、ブートタイ
プを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 6   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

現在の環境変数の設定を表示します。set

例：
rommon B2> set

ステップ 7   

ファイル名は、BOOT変数に設定されま
す。

（注）

ルータをブートします。 imageはブート変数で示さ
れているファイル名に置き換え、 config-file-pathは

bootimage –oconfig-file-path

例：
rommon B3>boot
tftp://223.255.254.254/images/comp-asr9k-mini.vm
-o /disk1:/cfgarchives/admingold.conf

ステップ 8   

コンフィギュレーションファイルのパスとファイル

名に置き換えます。

パス名は、有効なUNIXパス名でなければ
なりません（スラッシュ（/）は、デバイ
ス「disk1:/」の後ろに含める必要がありま
す）。

（注）

スタンバイRSPのコンフィギュレーションレジスタ
をEXECモードに設定します。また、コンソールの

confreg

例：

rommon B3> confreg

ステップ 9   

ボーレート、ブート特性、ブートタイプ、ブート

タイプコンフィギュレーション設定を変更してか

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーション
ガイドリリース 4.3.x

46 OL-28383-01-J  

ROM モニタでのコンフィギュレーションファイルの管理
-o ブートオプションを使用した一時的な代替管理設定の指定 -o ブートオプション



目的コマンドまたはアクション

ら、ROMモニタモードで診断モードをイネーブル
にできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor

do you wish to change the configuration? y/n
[n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたは
EXECモードをイネーブルにするには、スタンバイ
RSPでブートタイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 10   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode
[0]: 2

新しい設定を有効にし、スタンバイRSPカードが動
作可能になるように、スタンバイRSPをリセットし
ます。

reset

例：
rommon B5 >reset

ステップ 11   

IOX_ADMIN_CONFIG_FILE= 変数を使用した、永久的な代替管理コンフィ
ギュレーションファイルの指定

IOX_ADMIN_CONFIG_FILE=変数を使用したこの代替管理コンフィギュレーションモードは、本
質的に永久的です。この変数を設定すると、このモードでは、ルータは常にこの代替コンフィ

ギュレーションからブートでき、システムは、次回のシステムのリロード時にデフォルトでコミッ

トされたコンフィギュレーションに戻りません。

IOX_ADMIN_CONFIG_FILE=変数で指定した外部設定でルータをブートすると、デフォルト
の設定は失われます。デフォルトコンフィギュレーションは、この代替コンフィギュレーショ

ンと完全に置き換えられます。

（注）

デフォルトの管理コンフィギュレーションファイルの場所を永続的に変更するには、ROMモニ
タモードで IOX_ADMIN_CONFIG_FILE=環境変数にファイル名およびディレクトリパスを指定
します。環境変数を指定すると、この変数の設定中にすべてのブートで指定されたファイルが強

制的に使用されます。
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手順の概要

1. ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配置します。
2. confreg
3. ブートタイプとして 0を入力します。
4. reset
5. confreg
6. ブートタイプとして 2を入力します。
7. set
8. IOX_ADMIN_CONFIG_FILE=drive:path/file
9. sync
10. boot
11. confreg
12. ブートタイプとして 2を入力します。
13. reset

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ROMモニタモードでRSPとスタンバイRSP
を配置します。

ステップ 1   

スタンバイRSPが制御を引き継がないようにスタンバイ
RSPのコンフィギュレーションレジスタを ROMモニタ

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 2   

モードに設定します。コンフィギュレーションレジス

タを ROMモニタモードに設定するには、ROMモニタ
モードプロンプトで confregコマンドを入力します。まConfiguration Summary

(Virtual Configuration Register: 0x1920)
た、コンソールのボーレート、ブート特性、ブートタenabled are:

イプ、ブートタイプコンフィギュレーション設定を変console baud: 9600
boot: the ROM Monitor

更してから、ROMモニタモードで診断モードをイネー
ブルにできます。

do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n

コンフィギュレーションレジスタは

TURBOBOOTなどの環境変数ではありません。
confregコマンドを入力するときには、等号を
入力しないでください。

（注）change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]:
y

enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0

次のシステムのブート時に ROMモニタモードをイネー
ブルにするには、ブートタイプを 0に設定します。

ブートタイプとして 0を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 3   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0
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目的コマンドまたはアクション

スタンバイ RSPカードのコンフィギュレーションレジ
スタ設定を有効にします。

reset

例：

rommon B3> reset

ステップ 4   

アクティブ RSPのコンフィギュレーションレジスタを
EXECモードに設定します。また、コンソールのボー

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 5   

レート、ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコ

ンフィギュレーション設定を変更してから、ROMモニ
タモードで診断モードをイネーブルにできます。Configuration Summary

(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]:
y

enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたはEXEC
モードをイネーブルにするには、アクティブRSPでブー
トタイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 6   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

現在の環境変数の設定を表示します。set

例：

rommon B2> set

ステップ 7   

ファイル名は、IOX_ADMIN_CONFIG_FILE変
数に設定されます。

（注）

別の管理コンフィギュレーションファイルの絶対パスを

指定するには、IOX_ADMIN_CONFIG_FILE変数を設定
します。

IOX_ADMIN_CONFIG_FILE=drive:path/file

例：

rommon B3>

ステップ 8   

IOX_ADMIN_CONFIG_FILE変数は、bootコマ
ンドを - oオプションとともに入力すると無効
になります。

（注）
IOX_ADMIN_CONFIG_FILE=/disk2:/cfgarchives/
admingold.conf

変更を保存します。sync

例：

rommon B4> sync

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

ルータをブートします。boot

例：

rommon B5> boot

ステップ 10   

スタンバイ RSPのコンフィギュレーションレジスタを
EXECモードに設定します。また、コンソールのボー

confreg

例：

rommon B2 > confreg

ステップ 11   

レート、ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコ

ンフィギュレーション設定を変更してから、ROMモニ
タモードで診断モードをイネーブルにできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]:
y

enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたはEXEC
モードをイネーブルにするには、スタンバイRSPでブー
トタイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 12   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

新しい設定が有効になり、スタンバイRSPが動作可能に
なるように、スタンバイ RSPをリセットします。

reset

例：

rommon B2 > reset

ステップ 13   

代替 SDR コンフィギュレーションの指定
ここで説明する方法を使用して、ROMモニタモードでデフォルト SDRの代替コンフィギュレー
ションを指定できます。これらの手順は、デフォルト SDRの RSPカードから実行されます。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーション
ガイドリリース 4.3.x

50 OL-28383-01-J  

ROM モニタでのコンフィギュレーションファイルの管理
代替 SDR コンフィギュレーションの指定



SDRの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management
Configuration Guide』の「Configuring Secure Domain Routers on Cisco IOS XR Software」モジュー
ルを参照してください。

（注）

ほとんどの状況では、デフォルトでコミットされたSDRコンフィギュレーションで十分です。
この項で説明するオプションは、代替 SDRコンフィギュレーションが必要なまれなケースで
す。この方法を使用すると、システムエラーまたはダウンタイムが発生する可能性がありま

す。

注意

-a ブートオプションを使用した一時的な SDR コンフィギュレーショ
ンファイルの指定

-aブートオプションを使用したこの SDRコンフィギュレーションモードは、本質的には一時的
です。このブートオプションを設定すると、このモードでは、ルータはこの代替コンフィギュ

レーションからブートできます。またこのコンフィギュレーションファイルで指定されたコン

フィギュレーションは実行コンフィギュレーションと永続的なコンフィギュレーションの一部に

なります。

- aオプションで指定された外部コンフィギュレーションでルータをブートすると、システム
ではデフォルトコンフィギュレーションが失われます。デフォルトコンフィギュレーション

は、この代替コンフィギュレーションと完全に置き換えられます。

（注）

-aブートオプションとともに一時的な SDRコンフィギュレーションファイルを指定するには、
次の手順を実行します。この方法では、指定のコンフィギュレーションファイルは、1つのルー
タのブートで使用されます。 DSCが再びリセットされると、永久的なコンフィギュレーション
ファイルが使用されます。
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手順の概要

1. ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配置します。
2. confreg
3. ブートタイプとして 0を入力します。
4. reset
5. confreg
6. ブートタイプとして 2を入力します。
7. set
8. boot image –a config-file-path
9. confreg
10. ブートタイプとして 2を入力します。
11. reset

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配
置します。

ステップ 1   

スタンバイRSPが制御を引き継がないようにスタン
バイRSPのコンフィギュレーションレジスタをROM

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 2   

モニタモードに設定します。コンフィギュレーショ

ンレジスタを ROMモニタモードに設定するには、
ROMモニタモードプロンプトで confregコマンド

Configuration Summary
を入力します。また、コンソールのボーレート、(Virtual Configuration Register: 0x1920)

ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコンフィenabled are:
console baud: 9600

ギュレーション設定を変更してから、ROMモニタ
モードで診断モードをイネーブルにできます。

boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration? y/n
[n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n

コンフィギュレーションレジスタは

TURBOBOOTなどの環境変数ではありま
せん。 confregコマンドを入力するときに
は、等号を入力しないでください。

（注）change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0

次のシステムのブート時に ROMモニタモードをイ
ネーブルにするには、ブートタイプを 0に設定しま
す。

ブートタイプとして 0を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 3   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0
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目的コマンドまたはアクション

スタンバイRSPカードのコンフィギュレーションレ
ジスタ設定を有効にします。

reset

例：

rommon B2> reset

ステップ 4   

アクティブRSPのコンフィギュレーションレジスタ
をEXECモードに設定します。また、コンソールの

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 5   

ボーレート、ブート特性、ブートタイプ、ブート

タイプコンフィギュレーション設定を変更してか

ら、ROMモニタモードで診断モードをイネーブル
にできます。Configuration Summary

(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration? y/n
[n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたは
EXECモードをイネーブルにするには、ブートタイ
プを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 6   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

現在の環境変数の設定を表示します。set

例：

rommon B2> set

ステップ 7   

ファイル名は、BOOT変数に設定されま
す。

（注）

ルータをブートします。 imageはブート変数で示さ
れているファイル名に置き換え、 config-file-pathは

boot image –a config-file-path

例：

rommon B3> boot

ステップ 8   

コンフィギュレーションファイルのパスとファイル

名に置き換えます。

tftp://223.255.254.254/images/comp-asr9k-mini.vm
-a /disk1:/cfgarchives/SDRgold.conf

パス名は、有効な UNIXパス名でなければなりませ
ん（スラッシュ（/）は、デバイス「disk1:/」の後ろ
に含める必要があります）。

スタンバイRSPのコンフィギュレーションレジスタ
をEXECモードに設定します。また、コンソールの

confreg

例：

rommon B3> confreg

ステップ 9   

ボーレート、ブート特性、ブートタイプ、ブート

タイプコンフィギュレーション設定を変更してか
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目的コマンドまたはアクション

ら、ROMモニタモードで診断モードをイネーブル
にできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration? y/n
[n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたは
EXECモードをイネーブルにするには、スタンバイ
RSPでブートタイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 10   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

新しい設定を有効にし、スタンバイRSPカードが動
作可能になるように、スタンバイ RSPカードをリ
セットします。

reset

例：

rommon B5 > reset

ステップ 11   

IOX_CONFIG_FILE= 変数を使用した永久的な SDR コンフィギュレーショ
ンファイルの指定

IOX_CONFIG_FILE=変数を使用したこの代替 SDRコンフィギュレーションモードは、本質的に
永久的です。この変数を設定すると、このモードでは、ルータは常にこの代替コンフィギュレー

ションからブートできます。システムは、次回のシステムのリロード時にデフォルトでコミット

されたコンフィギュレーションに戻りません。

IOX_CONFIG_FILE=変数で指定した外部設定でルータをブートすると、デフォルトの設定は
失われます。デフォルトコンフィギュレーションは、この代替コンフィギュレーションと完

全に置き換えられます。

（注）

SDRのデフォルトのコンフィギュレーションファイルの場所を永続的に変更するには、ROMモ
ニタモードで IOX_CONFIG_FILE=環境変数にファイル名およびディレクトリパスを指定します。
環境変数を指定すると、この変数の設定中にすべてのブートで指定されたファイルが強制的に使

用されます。
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手順の概要

1. ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配置します。
2. confreg
3. ブートタイプとして 0を入力します。
4. reset
5. confreg
6. ブートタイプとして 2を入力します。
7. set
8. IOX_CONFIG_FILE=drive:path/file
9. sync
10. boot
11. confreg
12. ブートタイプとして 2を入力します。
13. reset

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSP
を配置します。

ステップ 1   

スタンバイRSPが制御を引き継がないようにスタンバイ
RSPのコンフィギュレーションレジスタをROMモニタ

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 2   

モードに設定します。コンフィギュレーションレジス

タを ROMモニタモードに設定するには、ROMモニタ
モードプロンプトで confregコマンドを入力します。ま

Configuration Summary た、コンソールのボーレート、ブート特性、ブートタ(Virtual Configuration Register: 0x1920)
イプ、ブートタイプコンフィギュレーション設定を変enabled are:

console baud: 9600
更してから、ROMモニタモードで診断モードをイネー
ブルにできます。

boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n

コンフィギュレーションレジスタは

TURBOBOOTなどの環境変数ではありません。
confregコマンドを入力するときには、等号を
入力しないでください。

（注）change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]:
y

enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0

次のシステムのブート時にROMモニタモードをイネー
ブルにするには、ブートタイプを 0に設定します。

ブートタイプとして 0を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 3   

0 = ROM Monitor
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目的コマンドまたはアクション

2 = MBI Validation Boot Mode
[0]: 0

スタンバイ RSPカードのコンフィギュレーションレジ
スタ設定を有効にします。

reset

例：

rommon B3> reset

ステップ 4   

アクティブ RSPのコンフィギュレーションレジスタを
EXECモードに設定します。また、コンソールのボー

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 5   

レート、ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコ

ンフィギュレーション設定を変更してから、ROMモニ
タモードで診断モードをイネーブルにできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]:
y

enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたはEXEC
モードをイネーブルにするには、アクティブRSPでブー
トタイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 6   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

現在の環境変数の設定を表示します。set

例：

rommon B3> set

ステップ 7   

ファイル名は、IOX_CONFIG_FILE変数に設定
されます。

（注）

別の SDRコンフィギュレーションファイルの絶対パス
を指定するには、IOX_CONFIG_FILE変数を設定しま
す。

IOX_CONFIG_FILE=drive:path/file

例：

rommon B1>

ステップ 8   

IOX_CONFIG_FILE変数は、bootコマンドを
-aオプションとともに入力すると無効になり
ます。

（注）
IOX_CONFIG_FILE=/disk2:/cfgarchives/
admingold.conf
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目的コマンドまたはアクション

変更を保存します。sync

例：

rommon B1> sync

ステップ 9   

ルータをブートします。boot

例：

rommon B1> boot

ステップ 10   

スタンバイ RSPのコンフィギュレーションレジスタを
EXECモードに設定します。また、コンソールのボー

confreg

例：

rommon B2 > confreg

ステップ 11   

レート、ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコ

ンフィギュレーション設定を変更してから、ROMモニ
タモードで診断モードをイネーブルにできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n [n]:
y

enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたはEXEC
モードをイネーブルにするには、スタンバイRSPでブー
トタイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 12   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

新しい設定が有効になり、スタンバイRSPが動作可能に
なるように、スタンバイ RSPをリセットします。

reset

例：

rommon B2 > reset

ステップ 13   
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コンフィギュレーションファイルの代替の保管場所の指

定
SDRのコンフィギュレーションファイルを保存する（コミットする）デフォルトの場所を変更す
るには、ROMモニタモードで IOX_CONFIG_MEDIUM=環境変数に場所とディレクトリパスを
指定します。環境変数を指定すると、この変数の設定中に指定された場所が強制的に使用されま

す。

手順の概要

1. ROMモニタモードで RSPとスタンバイ RSPを配置します。
2. confreg
3. ブートタイプとして 0を入力します。
4. reset
5. confreg
6. ブートタイプとして 2を入力します。
7. set
8. IOX_CONFIG_MEDIUM=location:/path
9. sync
10. boot
11. confreg
12. ブートタイプとして 2を入力します。
13. reset

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ROMモニタモードで RSPとスタンバイ
RSPを配置します。

ステップ 1   

スタンバイ RSPが制御を引き継がないようにスタンバイ
RSPのコンフィギュレーションレジスタを ROMモニタ

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 2   

モードに設定します。コンフィギュレーションレジスタ

を ROMモニタモードに設定するには、ROMモニタモー
ドプロンプトで confregコマンドを入力します。また、コ

Configuration Summary ンソールのボーレート、ブート特性、ブートタイプ、ブー(Virtual Configuration Register: 0x1920)
トタイプコンフィギュレーション設定を変更してから、

ROMモニタモードで診断モードをイネーブルにできます。
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
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目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションレジスタは TURBOBOOTなどの
環境変数ではありません。 confregコマンドを入力すると
きには、等号を入力しないでください。

y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n
[n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0

次のシステムのブート時にROMモニタモードをイネーブ
ルにするには、ブートタイプを 0に設定します。

ブートタイプとして 0を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 3   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 0

スタンバイ RSPカードのコンフィギュレーションレジス
タ設定を有効にします。

reset

例：

rommon B3> reset

ステップ 4   

アクティブ RSPのコンフィギュレーションレジスタを
EXECモードに設定します。また、コンソールのボーレー

confreg

例：

rommon B1 > confreg

ステップ 5   

ト、ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコンフィ

ギュレーション設定を変更してから、ROMモニタモード
で診断モードをイネーブルにできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n
[n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたは EXEC
モードをイネーブルにするには、アクティブRSPでブート
タイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 6   

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

現在の環境変数の設定を表示します。set

例：

rommon B3> set

ステップ 7   

ファイル名は、IOX_CONFIG_MEDIUM変数に
設定されます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

別の場所を指定するには、IOX_CONFIG_MEDIUM変数を
設定します。

IOX_CONFIG_MEDIUM=location:/path

例：

rommon B1>

ステップ 8   

Cisco ASR 9000シリーズルータでは、locationを disk0ま
たは disk1で置き換えます。 pathを、コンフィギュレー

IOX_CONFIG_FILE=/disk2:/cfgarchives/
admingold.conf ションファイルを保管するディレクトリへのパスで置き換

えます。

デフォルトでは、ディレクトリ /disk0: /usrは、
代替コンフィギュレーションとその他のユーザ

ファイルを保管するために使用できます。

/disk0:/configから始まるディレクトリパスは使
用しないことを推奨します。このパスは、シス

テムファイルを保管するために使用されるため

です。

（注）

変更を保存します。sync

例：

rommon B1> sync

ステップ 9   

ルータをブートします。boot

例：

rommon B1> boot

ステップ 10   

スタンバイ RSPのコンフィギュレーションレジスタを
EXECモードに設定します。また、コンソールのボーレー

confreg

例：

rommon B2 > confreg

ステップ 11   

ト、ブート特性、ブートタイプ、ブートタイプコンフィ

ギュレーション設定を変更してから、ROMモニタモード
で診断モードをイネーブルにできます。

Configuration Summary
(Virtual Configuration Register: 0x1920)
enabled are:
console baud: 9600
boot: the ROM Monitor
do you wish to change the configuration?
y/n [n]: y
enable "diagnostic mode"? y/n [n]: n
change console baud rate? y/n [n]: n
change the boot characteristics? y/n
[n]: y
enter boot type:
0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

次のシステムのブート時にMBI確認モードまたは EXEC
モードをイネーブルにするには、スタンバイRSPでブート
タイプを 2に設定します。

ブートタイプとして 2を入力します。

例：

enter boot type:

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

0 = ROM Monitor
2 = MBI Validation Boot Mode

[0]: 2

新しい設定が有効になり、スタンバイRSPが動作可能にな
るように、スタンバイ RSPをリセットします。

reset

例：

rommon B2 > reset

ステップ 13   

その他の関連資料
ここでは、ROMモニタに関連する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System
Management ConfigurationGuide』の「Configuring Secure
Domain Routers on Cisco IOS XR Software」モジュール

SDRおよび管理プレーンコンフィギュ
レーション

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイト
では、製品、テクノロジー、ソリューショ

ン、技術的なヒント、およびツールへのリ

ンクなどの、数千ページに及ぶ技術情報が

検索可能です。 Cisco.comに登録済みの
ユーザは、このページから詳細情報にアク

セスできます。
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第 5 章

ROM モニタモードでのパスワード回復

この章では、ルータのパスワードを回復する方法について説明します。さらにノードのksh認証
をバイパスする方法についても説明します。

• パスワード回復に関する情報, 63 ページ

• 単一 RSPルータでのルートパスワードの回復, 63 ページ

• 冗長 RSPルータでのルートパスワードの回復, 65 ページ

• ksh認証のバイパス, 67 ページ

• その他の関連資料, 67 ページ

パスワード回復に関する情報
ルートパスワードを忘れた場合、ルートスイッチプロセッサ（RSP）カードだけで回復できま
す。 RSPカードでパスワードを回復するには、コンフィギュレーションレジスタをアクティブ
RSPで 0x142に設定し、ルータをリブートします。ルータをブートすると、パスワード回復ダイ
アログが表示されます。このダイアログでは、ルートシステムのユーザ名およびパスワードをリ

セットできます。新しいパスワードを保存した後、コンフィギュレーションレジスタは前の値

（0x102など）に自動的にリセットされます。

AAA認証を設定すると、ルートパスワードの回復後でもアクセスを防止できます。この場
合、補助ポートで ksh認証をバイパスする必要があります。

（注）

単一 RSPルータでのルートパスワードの回復
単一 RSPのルータでルータパスワードを回復するには、次の手順を実行します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータ ROM モニタコンフィギュレーションガイ
ドリリース 4.3.x    

    OL-28383-01-J 63



手順の概要

1. ROMモニタ（ROMMON）モードにルータを置きます。
2. ROMモニタプロンプトで RSPコンフィギュレーションレジスタを 0x142に設定します。
3. 新しい設定が有効になるように、ルータのリセットまたは電源の再投入を行います。
4. プロンプトの Returnキーを押してパスワード回復ダイアログに入力して、新しいルートシス
テムのユーザ名およびパスワードを入力し、コンフィギュレーションを保存します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ROMモニタ（ROMMON）モードにルータを置きます。ステップ 1   

コンフィギュレーション

レジスタはTURBOBOOT
などの環境変数ではあり

ません。 confregコマン
ドを入力するときには、

等号を入力しないでくだ

さい。

（注）ROMモニタプロンプトで RSPコンフィギュレーションレジスタ
を 0x142に設定します。

例：

rommon B1> confreg 0x142

ステップ 2   

rommon B2> reset
新しい設定が有効になるように、ルータのリセットまたは電源の

再投入を行います。

ステップ 3   

ルータのパスワードは正常に回復

されます。

プロンプトのReturnキーを押してパスワード回復ダイアログに入
力して、新しいルートシステムのユーザ名およびパスワードを入

力し、コンフィギュレーションを保存します。

ステップ 4   

例：

router RP/0/RSP0/CPU0 is now available

Press RETURN to get started.

--- Administrative User Dialog ---

Enter root-system username: user
Enter secret:
Enter secret again:

RP/0/0/CPU0:Jan 10 12:50:53.105 : exec[65652]:
%MGBL-CONFIG-6-DB_COMMIT :
'Administration configuration committed by system'. Use 'show
configuration commit changes 2000000009' to view the changes.
Use the 'admin' mode 'configure' command to modify this
configuration.

User Access Verification

Username: user
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目的コマンドまたはアクション

Password:
RP/0/RSP0/CPU0:router#

冗長 RSPルータでのルートパスワードの回復
冗長 RSPのルータでルータパスワードを回復するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. ROMモニタモードに両方の RSPを置きます。
2. パスワード回復中にスタンバイRSPが制御を引き継がないように、スタンバイRSPのコンフィ
ギュレーションレジスタを ROMモニタモードに設定します。コンフィギュレーションレジ
スタを ROMモニタモードに設定するには、ROMモニタモードのプロンプトで confregコマ
ンドを入力します。

3. confregコマンドを入力した場合に表示される設定プロンプトに関する詳細について。次のシ
ステムのブート時に ROMモニタモードをイネーブルにするには、ブートタイプを 0に設定
します。

4. アクティブ RSPコンフィギュレーションレジスタを 0x142に設定します。
5. 新しい設定が有効になるように、ルータのリセットまたは電源の再投入を行います。
6. パスワード回復ダイアログに入力するには、プロンプトの Returnキーを押します。次の例に
示すように、新しいルートシステムのユーザ名およびパスワードを入力して、コンフィギュ

レーションを保存します。

7. スタンバイ RSPカードのコンフィギュレーションレジスタを EXECモードに設定します。次
のシステムのブート時にMBI確認モードまたは EXECモードをイネーブルにするには、ブー
トタイプを 2に設定します。

8. 新しい設定が有効になり、スタンバイRSPが動作可能になるように、スタンバイRSPをリセッ
トします。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ROMモニタモードに両方の RSPを置きます。ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレー

ションレジスタは

TURBOBOOTなど
の環境変数ではあ

りません。 confreg
コマンドを入力す

るときには、等号

（=）を入力しない
でください。

（注）パスワード回復中にスタンバイ RSPが制御を引き継がないように、ス
タンバイ RSPのコンフィギュレーションレジスタを ROMモニタモー
ドに設定します。コンフィギュレーションレジスタを ROMモニタ
モードに設定するには、ROMモニタモードのプロンプトで confregコ
マンドを入力します。

例：

rommon B1> confreg

ステップ 2   

confregコマンドを入力した場合に表示される設定プロンプトに関する
詳細について。次のシステムのブート時にROMモニタモードをイネー
ブルにするには、ブートタイプを 0に設定します。

ステップ 3   

rommon B1> confreg 0x142
アクティブ RSPコンフィギュレーションレジスタを 0x142に設定しま
す。

ステップ 4   

rommon B2> reset
新しい設定が有効になるように、ルータのリセットまたは電源の再投

入を行います。

ステップ 5   

ルータのパスワードは正常に

回復されます。

パスワード回復ダイアログに入力するには、プロンプトのReturnキー
を押します。次の例に示すように、新しいルートシステムのユーザ名

およびパスワードを入力して、コンフィギュレーションを保存します。

ステップ 6   

例：

router RP/0/RSP0/CPU0 is now available

Press RETURN to get started.

--- Administrative User Dialog ---

Enter root-system username: user
Enter secret:
Enter secret again:

RP/0/RSP0/CPU0:Jan 10 12:50:53.105 : exec[65652]:
%MGBL-CONFIG-6-DB_COMMIT :
'Administration configuration committed by system'. Use 'show
configuration commit changes 2000000009' to view the changes.
Use the 'admin' mode 'configure' command to modify this
configuration.

User Access Verification

Username: user
Password:
RP/0/RSP0/CPU0:router#

rommon B3> confreg
スタンバイ RSPカードのコンフィギュレーションレジスタを EXEC
モードに設定します。次のシステムのブート時にMBI確認モードまた

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

は EXECモードをイネーブルにするには、ブートタイプを 2に設定し
ます。

rommon B4> reset
新しい設定が有効になり、スタンバイ RSPが動作可能になるように、
スタンバイ RSPをリセットします。

ステップ 8   

ksh 認証のバイパス
RSP、スタンバイRSPカード、およびラインカード（LC）のコンソールポートおよび補助ポート
用の分散型の補助ポートについては ksh認証をバイパスできます。 ksh認証をバイパスする必要
があるような状況は次のとおりです。

•アクティブな RSPカードの disk0の破損

• Qnetの切断

• RSPカード（アクティブ RSP）のノード IDを決定できない

ksh認証のバイパスの情報と手順については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router
System Security Configuration Guide』の「Configuring AAA Services on Cisco IOS XR Software」の章を
参照してください。

その他の関連資料
ここでは、ROMモニタに関連する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System
Security Configuration Guide』の「Configuring AAA
Services on Cisco IOS XR Software」モジュール

ksh認証のバイパス方法
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイト
では、製品、テクノロジー、ソリューショ

ン、技術的なヒント、およびツールへのリ

ンクなどの、数千ページに及ぶ技術情報が

検索可能です。 Cisco.comに登録済みの
ユーザは、このページから詳細情報にアク

セスできます。
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第 6 章

ROM モニタファームウェアのアップグレー
ドとダウングレード

この章では、ROMモニタファームウェアをアップグレードまたはダウングレードする方法につ
いて説明します。

• ROMモニタファームウェアに関する情報, 69 ページ

• FPD PIEを使用した ROMモニタのアップグレードまたはダウングレード, 71 ページ

• ROMモニタのアップグレード：例, 76 ページ

• その他の関連資料, 82 ページ

ROM モニタファームウェアに関する情報
ROMモニタ（ROMMONとも呼ばれます）は、Cisco ASR 9000シリーズルータを電源オンにする
か再起動すると、ハードウェアを初期化し、Cisco IOS XRファームウェアをブートするブートス
トラッププログラムです。ファームウェア障害を解決するか、新しい機能をサポートするには、

ROMモニタのアップグレードが必要になることがあります。通常、ROMモニタのアップグレー
ドはまれで、Cisco IOS XRソフトウェアのアップグレードごとには必要ありません。

すべてのルートプロセッサ（RP）の ROMモニタファームウェアは、最新の Cisco IOS XRソフ
トウェアリリースにアップグレードする前に、ルータで現在動作している Cisco IOS XRソフト
ウェアリリースと互換性がある必要があります。最小 ROMモニタ要件については、次の URL
で『Software/Firmware Compatibility Matrix』を参照してください。

http://www.cisco.com/web/Cisco_IOS_XR_Software/index.html

互換性のない ROMモニタソフトウェアのバージョンを使用している場合、ルータを起動しても
スタンバイ RPが起動しないことがあります。
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ROMMONバージョンは下位互換性があります。現在のバージョンがリストされている互換性
のあるバージョンより高い場合はROMMONバージョンをダウングレードする必要はありませ
ん。

（注）

ROMMON A と ROMMON B
Cisco ASR 9000シリーズルータの各ノードには、ROMモニタの 2個のコピーである ROMMON
AとROMMONBがあります。電源投入中に、ROMMONAが最初にロードされます。ROMMON
Aは、ROMMON Bの存在を検出すると、ROMMON Bコードの互換性と完全性を確認します。
ROMMONBがこれらのテストに合格すると、ROMMONAはルータの制御をROMMONBに渡し
ます。

通常、ROMMON Bだけをアップグレードします。 ROMMON Aは ROMMON Bのバックアップ
です。 ROMMON Bをアップグレードすると、ルータは、何らかの理由で ROMモニタのアップ
グレードが中断されたか失敗した場合に、変更されていない ROMMON Aを使用します。

失敗は、ROMMONのアップグレードまたはダウングレード中に発生する可能性が高く、通常の
使用中に失敗する可能性は低くなります。 ROMMON Aで失敗した場合は結果として、認定マー
チャンダイザーに非アクティブカードを返却する必要が生じます。

特定のリリースに対応するFPDpieで提供される最新バージョンにすべてのボードのROMMON
をアップグレードすることを推奨します。

（注）

単一のノードまたはすべてのノードのアップグレードまたはダウング

レード

ROMMONファームウェアのアップグレード手順とダウングレード手順は同じです。上位バージョ
ンをインストールしてファームウェアをアップグレードするか、下位バージョンをインストール

してファームウェアをダウングレードします。

ROMモニタは、ルータ内のすべてのノードで動作します。アップグレードまたはダウングレー
ド中に、ROMMONファームウェアは、ルータ内のハードウェア EEPROMにコピーされます。

ほとんどのアップグレードでは、すべてのノードで ROMMONファームウェアをアップグレード
またはダウングレードすることを推奨します。単一ノードをアップグレードまたはダウングレー

ドすることもできます。これは、正しい ROMモニタバージョンを実行していないカードを追加
する場合や 2台のルータ間でカードを移動する場合に役立ちます。ラインカードのノードなど、
CPU0とSPモジュールの両方でROMモニタを使用する単一ノードをアップグレードするときは、
同じ ROMモニタバージョンに両方のモジュールをアップグレードすることを推奨します。
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ROMMON ファームウェアの変更後のノードのリロード
新しい ROMMONファームウェアは、カードがリロードされるまでノードでアクティブではあり
ません。たとえば、単一ノードをアップグレードする場合、アップグレード後に限りそのノード

をリロードする必要があります。すべてのノードをアップグレードまたはダウングレードする場

合は、新しい ROMMONバージョンをアクティブにするために、すべてのノードをリロードする
必要もあります。

正常にすべてのノードをリロードするには、スタンバイ RSPをリロードし、冗長スイッチオー
バーを実行し、2番めの RSPをリロードし、システムの他のすべてのノードをリロードします。

ルータに冗長スタンバイRSPが含まれていない場合、またはコールドリスタートを実行する場合
は、プライマリ RSPを含むすべてのノードを同時にリロードすることもできます。カードのリ
ブート時に、コールドリスタートを行うとルータのダウンタイムが発生することに注意してくだ

さい。

FPD PIE を使用した ROM モニタのアップグレードまたは
ダウングレード

Field-Programmable Device（FPD）とは、ルータカードに実装し、個別のソフトウェアアップグ
レードが可能なハードウェアデバイスのことです。 Field-Programmable Gate Array（FPGA）は、
ルータのほとんどのハードウェアコンポーネントに存在するタイプのプログラマブルメモリデ

バイスです。条件 FPDは、シリアルインターフェイスプロセッサ（SIP）上および共有ポート
アダプタ（SPA）上に構成した、FPGAなどのあらゆる種類のプログラマブルハードウェアデバ
イスについて説明しています。 Cisco IOS XRソフトウェアは、SIPおよび SPAの FPDイメージの
アップグレードを管理するために Cisco FPDアップグレード機能を提供します。 FPDのアップグ
レードの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management
Configuration Guide』の「Upgrading FPD on Cisco IOS XR Software」を参照してください。

次の手順では、FPDソフトウェアのパッケージインストールエンベロープ（PIE）に含まれてい
るROMモニタのイメージを使用して、ROMモニタファームウェアをアップグレードまたはダウ
ングレードします。ここでは、ノードのリロード、システム内のすべてのノードのグレースフル

リロード、またはシステム内のすべてのノードのコールドリスタートの実行を行うための手順も

含まれています。

一度に 1つのカードをアップグレードすることを推奨します。各アップグレード後に、アッ
プグレードが正常に行われたことを示すメッセージを表示されます。アップグレードが正常

に終了した後に限りカードをリロードします。

（注）

カードでROMモニタのアップグレードが必要かどうかがわからない場合は、カードを装着して、
showhw-module fpd location<node-id>コマンドを使用して、カードのROMモニタのイメージに、
現在実行されているCisco IOSXRソフトウェアリリースとの互換性があるかどうかを判断するこ
とができます。
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前提条件

ROMモニタファームウェアをアップグレードまたはダウングレードする前に、FPDPIEがルータ
にインストールされていることを確認します。ソフトウェア PIEのインストールの詳細について
は、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services Router System Management Configuration Guide』の
「Upgrading and Managing Cisco IOS XR Software」を参照してください。

手順の概要

1. show hw-module fpd location all
2. admin
3. show fpd package
4. upgrade hw-module fpd rommon location [all | node-id]
5. exit
6. スタンバイ RSPを含むルータの単一ノードをアップグレードする場合は、ステップ 9に進ん
でください。

7. 冗長RSPでルータをアップグレードし、グレースフルリロードを行う場合は、ステップ 10に
進んでください。

8. 単一 RSPでルータをアップグレードするか、すべてのノードのコールドリスタートを実行す
る場合は、ステップ 11に進んでください。

9. 単一ノードをリロードします。
10. 冗長 RSPを含む、システムのすべてのノードのグレースフルリロードを行います。
11. システムのすべてのノードをリロードします（コールドリスタート）。
12. show platform

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルータに取り付けられているすべてのカードの現在のFPDイメー
ジのバージョンを表示します。このコマンドを使用して、カード

show hw-module fpd location all

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show hw-module
fpd location all

ステップ 1   

の ROMモニタのイメージをアップグレードする必要があるかど
うかを確認します。

EXECモードから管理 EXECモードを開始します。admin

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# admin

ステップ 2   

（任意）現在の Cisco IOS XRソフトウェアリリースでサポート
されるカード、各カードに必要なFPDまたはROMモニタイメー

show fpd package

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# show
fpd package

ステップ 3   

ジ、およびカードでのハードウェアの最小要件を表示します。

カードの複数の FPDイメージがあるときは、このコマンドを使
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目的コマンドまたはアクション

用して、特定の FPDタイプだけをアップグレードする場合に使
用する FPDイメージを決定します。

指定されたカード（node-id）またはすべてのカード（all）で
ROMMON Bイメージをアップグレードします。

upgrade hw-module fpd rommon location
[all | node-id]

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# upgrade

ステップ 4   

（注） •カードをリロードし続ける前に、アップグレード
が正常に完了したことを示すメッセージが表示さ

れます。
hw-module fpd rommon location
0/RSP1/CPU0

管理 EXECモードを終了し、EXECモードに戻ります。exit

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# exit

ステップ 5   

ノードのリロードを続行します。スタンバイ RSPを含むルータの単一
ノードをアップグレードする場合は、

ステップ 9に進んでください。

ステップ 6   

すべてのノードのグレースフルリロードを続行します。冗長 RSPでルータをアップグレード
し、グレースフルリロードを行う場合

は、ステップ 10に進んでください。

ステップ 7   

すべてのノードのコールドリスタートの実行を続行します。単一 RSPでルータをアップグレードす
るか、すべてのノードのコールドリス

ステップ 8   

タートを実行する場合は、ステップ 11
に進んでください。

スタンバイRSPなどのルータ内の単一ノードをリロードします。
新しいROMモニタファームウェアは、カードがリロードされる
までノードでアクティブではありません。

単一ノードをリロードします。

例：
RP/0/RSP0/CPU0:router# hw-module
location 0/RSP1/CPU0 reload

ステップ 9   

node-idを、ROMモニタのアップグレード時に指定したノード ID
と置き換えます。

正しいROMMONファームウェアが各ノードでアクティブである
ことを確認するには、ステップ 12に進みます。

冗長 RSPを含む、システムのすべてのノードのグレースフルリ
ロードを行います。新しいROMモニタファームウェアは、カー
ドがリロードされるまでノードでアクティブではありません。

冗長 RSPを含む、システムのすべての
ノードのグレースフルリロードを行い

ます。

ステッ

プ 10   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# cfs check

（任意）デフォルト SDRのコンフィギュレーションファイルシ
ステムの健全性を確認するには、cfs checkコマンドを使用しま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router#
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目的コマンドまたはアクション

新しいROMモニタファームウェアをアクティブにするには、ス
タンバイ RSPをリロードします。スタンバイ RSPの node-idを
指定します。

hw-module location 0/RSP1/CPU0 reload
RP/0/RSP0/CPU0:router# show
redundancy
RP/0/RSP0/CPU0:router# redundancy
switchover

スタンバイ RSPが完全にブートされるまで待ちます。RP/0/RSP0/CPU0:router# show
redundancy
RP/0/RSP0/CPU0:router# admin RSPの冗長ステータスを確認するには、show redundancyコマン

ドを使用します。スタンバイ RSPが「準備完了」状態に戻るま
で待ちます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# show
platform
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)#
hw-module location 0/1/CPU0 reload
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)#

プライマリ（アクティブ）RSPを冗長スタンバイ RSPにフェー
ルオーバーさせるには、redundancy switchoverコマンドを使用し
ます。制御がスタンバイ RSPに切り替わります。

hw-module location 0/2/CPU0 reload
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)#
hw-module location 0/SM0/SP reload
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)#
hw-module location 0/SM1/SP reload

（注） •スタンバイRSPは引き継ぎの準備ができている必
要があります。

RSPのステータスを確認するには、show
redundancyコマンドを使用します。スタンバイ
RSPが準備完了状態に戻るまで待ちます。

管理 EXECモードを開始するには、adminコマンドを使用しま
す。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)#
hw-module location 0/SM2/SP reload
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)#
hw-module location 0/SM3/SP reload
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# show
platform

システム内のすべてのノードを表示するには、show platformコ
マンドを使用します。管理プレーンリソースを含む、システム

のすべてのノードの情報を表示するには、管理EXECモードでこ
のコマンドを入力します。

ROMモニタファームウェアが変更された、追加の各カードをリ
ロードするには、hw-module location node-id reloadコマンドを使
用します。新しいROMモニタファームウェアをアクティブにす
るには、各ノードをリロードする必要があります。

node-idを、ROMモニタのアップグレード時に指定したノード ID
と置き換えます。

システムでアップグレードされたすべてのノードをリロードする

には、hw-module location node-id reloadコマンドを使用します。

システム内のすべてのノードを表示するには、show platformコ
マンドを使用します。すべてのリロードされたノードが「IOS
XR RUN」状態になっていることを確認します。

RSPを含むすべてのノードをリロードします。単一 RSPでルー
タをアップグレードした場合、またはすべてのノードのコールド

システムのすべてのノードをリロード

します（コールドリスタート）。

ステッ

プ 11   
リスタートを実行する場合、これらのコマンドを使用します。新

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# cfs check

しいROMモニタファームウェアは、カードがリロードされるま
でノードでアクティブではありません。
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目的コマンドまたはアクション

プライマリRSPのリロードによって、すべてのサービスが中断さ
れます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# admin
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# reload
location all

（任意）デフォルト SDRのコンフィギュレーションファイルシ
ステムの健全性を確認するには、cfs checkコマンドを使用しま
す。

管理 EXECモードを開始します。

システム内のすべてのノードをリロードするには、管理 EXEC
モードで reload location allコマンドを入力します。

システムのすべてのカードのステータスを表示して、カードの

ROMモニタのイメージが正常にアップグレードされたことを確
認します。

show platform

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show platform

ステッ

プ 12   

トラブルシューティングのヒント

ここでは、アップグレード手順に関するトラブルシューティングのヒントを提供します。

•どのノードも正常にアップグレードできないか、正常なアップグレードを示すメッセージが
表示されないか、次のようなエラーメッセージが表示される場合、ブートフラッシュの再

フォーマットを試行（format bootflash: [location all | node-id]）してから、このアップグレー
ド手順を繰り返します。

LC/0/3/CPU0:rommon_burner[65635]: %ROMMON_BURNER-3-FILE_OP_ERR : Opening ROMMON flash
partition failed: No such file or directory in function main at line 952

• ROMMON Bをアップグレードして、アップグレード後にバージョンが予期されたバージョ
ンに変更されない場合、アップグレードが失敗した可能性があります。ルータは、ROMMON
Bをロードできない場合、ROMMON Aをロードします。

ルータ内のいずれかのカードに ROMMON Aが使用される場合、システムの起動中に次の
Syslogメッセージが表示されます。

LC/0/5/CPU0:Nov 5 12:29:12.311 : rommon_fpd_agent[202]: rommon instance 0 has image
A programmed. Upgrade the possibly corrupt image B using "upgrade hw-module fpd" CLI
in admin mode.

•アップグレード中の予期しないノードのリセットまたは停電が原因でROMMANBとROMMON
Aの両方が破損した場合は、影響を受けるルートプロセッサを修理のためにシスコに戻す必
要があります。
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•システムのブート時に実行されるバージョンチェックに基づいて ROMモニタの下位バー
ジョンが検出される場合は、次のエラーメッセージが表示されます。

RP/0/RSP1/CPU0:Nov 19 07:19:02.628 : rommon_fpd_agent[308]:
%PLATFORM-UPGRADE_FPD-4-DOWN_REV : lc rommon instance 0 is down-rev (V0.63), upgrade
to (V0.64). Use the "upgrade hw-module fpd" CLI in admin mode.

ROM モニタのアップグレード：例
ここでは、次の設定例について説明します。

ROM モニタのアップグレード：例
次に、ルータのすべてのカードに関する ROMモニタのイメージ情報を表示する例を示します。

RP/0/RSP1/CPU0:router(admin)# show hw-module fpd location all

Sun Jun 6 04:34:58.956 DST

===================================== ==========================================
Existing Field Programmable Devices
==========================================
HW Current SW Upg/

Location Card Type Version Type Subtype Inst Version Dng?
============ ======================== ======= ==== ======= ==== =========== ====
0/RSP0/CPU0 A9K-RSP-4G 4.8 lc fpga3 0 1.18 No

lc fpga1 0 1.05 No
lc fpga2 0 1.15 No
lc cbc 0 1.02 No
lc fpga4 0 3.08 No
lc hsbi 0 4.00 No
lc rommon 0 1.04 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/RSP0/CPU0 ASR-9010-FAN 1.0 lc cbc 1 4.00 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/RSP0/CPU0 ASR-9010-FAN 1.0 lc cbc 2 4.00 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/1/CPU0 A9K-40GE-B 1.0 lc fpga1 0 0.42 No

lc fpga2 0 0.09 No
lc cbc 0 2.02 No
lc cpld1 0 0.19 No
lc rommon 0 1.03 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/1/CPU0 A9K-40GE-B 1.0 lc fpga1 1 0.42 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/4/CPU0 A9K-8T/4-B 1.0 lc fpga1 0 0.42 No

lc fpga2 0 0.10 No
lc cbc 0 2.02 No
lc cpld2 0 0.08 No
lc cpld1 0 0.19 No
lc cpld3 0 0.03 No
lc rommon 0 1.03 No
lc fpga3 0 14.42 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/4/CPU0 A9K-8T/4-B 1.0 lc fpga1 1 0.42 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/6/CPU0 A9K-4T-B 1.0 lc fpga1 0 0.42 No

lc fpga2 0 0.10 No
lc cbc 0 2.02 No
lc cpld2 0 0.08 No
lc cpld1 0 0.19 No
lc cpld3 0 0.03 No
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lc rommon 0 1.03 No
lc fpga3 0 14.42 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/6/CPU0 A9K-4T-B 1.0 lc fpga1 1 0.42 No
--------------------------------------------------------------------------------

次に、ROMモニタファームウェアの下位バージョンが検出されたときにROMモニタのイメージ
をアップグレードする例を示します。例では、0/RSP1/CPU0ノード IDの ROMモニタイメージ
が更新されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# upgrade hw-module fpd rommon location 0/RSP1/CPU0

% RELOAD REMINDER:
- The upgrade operation of the target module will not interrupt its normal
operation. However, for the changes to take effect, the target module
will need to be manually reloaded after the upgrade operation. This can
be accomplished with the use of "hw-module <target> reload" command.

- If automatic reload operation is desired after the upgrade, please use
the "reload" option at the end of the upgrade command.

- The output of "show hw-module fpd location" command will not display
correct version information after the upgrade if the target module is
not reloaded.

Continue? [confirm]

Starting the upgrade/download of following FPD:

=========== ==== ======= ======= =========== =========
Current Upg/Dng

Location Type Subtype Upg/Dng Version Version
=========== ==== ======= ======= =========== =========
0/RSP1/CPU0 lc rommon upg 0.63 0.64
------------------------------------------------------
RP/0/RSP1/CPU0:Nov 19 07:24:11.553 : lc_fpd_upgrade[243]: %PLATFORM-UPGRADE_FPD-6-START :
Starting to upgrade rommon subtype image from 0.63 to 0.64 for this card on location
0/RSP1/CPU0
RP/0/RSP1/CPU0:Nov 19 07:24:11.561 : rommon_fpd_agent[308]: Start Upgrade...
RP/0/RSP1/CPU0:Nov 19 07:24:11.561 : rommon_fpd_agent[308]: Programming fpd instance 0...with
file
/net/node0_RSP0_CPU0/dev/shmem/asr9k-fpd-3.7.2.10I/fpd/ucode/rommon-viking-8641d-rsp2-B.bin
RP/0/RSP1/CPU0:Nov 19 07:24:21.098 : lc_fpd_upgrade[243]: %PLATFORM-UPGRADE_FPD-6-PASSED :
Successfully upgrade rommon subtype image for this card on location 0/RSP1/CPU0

% Successfully upgraded 1 FPD for A9K-RSP-4G-HDD on location 0/RSP1/CPU0

次に、0/RSP1/CPU0ノードのリロードの例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# hw-module location 0/RSP1/CPU0 reload

WARNING: This will take the requested node out of service.
Do you wish to continue?[confirm(y/n)] y
RP/0/RSP0/CPU0:Nov 19 07:26:45.060 : shelfmgr[323]: %PLATFORM-SHELFMGR-6-USER_RESET : Node
0/RSP1/CPU0 is reset due to user reload request
RP/0/RSP0/CPU0:Nov 19 07:26:51.866 : shelfmgr[323]: %PLATFORM-SHELFMGR-6-NODE_STATE_CHANGE
: 0/RSP1/CPU0 card type:1049346 nstate:ROMMON
RP/0/RSP0/CPU0:Nov 19 07:27:11.153 : shelfmgr[323]: %PLATFORM-SHELFMGR_HAL-6-BOOT_REQ_RECEIVED
: Boot Request from 0/RSP1/CPU0, Rommon Version: 0.64
RP/0/RSP0/CPU0:Nov 19 07:27:11.155 : shelfmgr[323]: %PLATFORM-SHELFMGR-6-NODE_STATE_CHANGE
: 0/RSP1/CPU0 card type:1049346 nstate:MBI-BOOTING
RP/0/RSP0/CPU0:Nov 19 07:29:26.661 : shelfmgr[323]: %PLATFORM-SHELFMGR-6-NODE_STATE_CHANGE
: 0/RSP1/CPU0 card type:1049346 nstate:IOS XR RUN
RP/0/RSP0/CPU0:Nov 19 07:29:52.066 : redcon[303]: %HA-REDCON-1-STANDBY_READY : standby card
is ready

次のコマンドに示すように、show hw-module fpd location allコマンドを使用してアップグレード
を確認します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# show hw-module fpd location all

===================================== ==========================================
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Existing Field Programmable Devices
==========================================
HW Current SW Upg/

Location Card Type Version Type Subtype Inst Version Dng?
============ ======================== ======= ==== ======= ==== =========== ====
0/RSP0/CPU0 A9K-RSP-4G 4.8 lc fpga3 0 1.18 No

lc fpga1 0 1.05 No
lc fpga2 0 1.15 No
lc cbc 0 1.02 No
lc fpga4 0 3.08 No
lc hsbi 0 4.00 No
lc rommon 0 1.04 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/RSP0/CPU0 ASR-9010-FAN 1.0 lc cbc 1 4.00 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/RSP0/CPU0 ASR-9010-FAN 1.0 lc cbc 2 4.00 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/RSP0/CPU0 A9K-BPID2-10-SLOT 1.0 lc cbc 3 7.00 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/RSP1/CPU0 A9K-RSP-4G 4.8 lc fpga3 0 1.18 No

lc fpga1 0 1.05 No
lc fpga2 0 1.15 No
lc cbc 0 1.02 No
lc fpga4 0 3.08 No
lc hsbi 0 4.00 No
lc rommon 0 1.04 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/1/CPU0 A9K-4T-L 1.0 lc fpga1 0 0.42 No

lc fpga2 0 0.10 No
lc cbc 0 2.02 No
lc cpld2 0 0.08 No
lc cpld1 0 0.19 No
lc cpld3 0 0.03 No
lc rommon 0 1.03 No
lc fpga3 0 14.42 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/1/CPU0 A9K-4T-L 1.0 lc fpga1 1 0.42 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/2/CPU0 A9K-2T20GE-B 1.0 lc fpga1 0 0.42 No

lc fpga2 0 0.16 No
lc cbc 0 2.02 No
lc cpld2 0 0.11 No
lc cpld1 0 0.19 No
lc cpld3 0 0.09 No
lc rommon 0 1.03 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/2/CPU0 A9K-2T20GE-B 1.0 lc fpga1 1 0.42 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/3/CPU0 A9K-SIP-700 0.31 lc fpga1 0 0.22 No

lc cbc 0 3.03 Yes
lc rommon 0 1.02 Yes
lc fpga2 0 5.14 No
lc cpld1 0 0.15 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/3/0 SPA-5X1GE-V2 4.255 spa fpga1 0 1.10 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/3/1 SPA-2XCHOC12/DS0 1.0 spa rommon 1 2.02 No

spa fpga1 1 1.36 No
spa fpga2 1 1.00 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/4/CPU0 A9K-8T/4-L 1.0 lc fpga1 0 0.42 No

lc fpga2 0 0.10 No
lc cbc 0 2.02 No
lc cpld2 0 0.08 No
lc cpld1 0 0.19 No
lc cpld3 0 0.03 No
lc rommon 0 1.03 No
lc fpga3 0 14.42 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/4/CPU0 A9K-8T/4-L 1.0 lc fpga1 1 0.42 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/6/CPU0 A9K-40GE-L 1.0 lc fpga1 0 0.42 No

lc fpga2 0 0.09 No
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lc cbc 0 2.02 No
lc cpld1 0 0.19 No
lc rommon 0 1.03 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/6/CPU0 A9K-40GE-L 1.0 lc fpga1 1 0.42 No
--------------------------------------------------------------------------------
NOTES:
1. One or more FPD needs an upgrade or a downgrade. This can be accomplished

using the "admin upgrade hw-module fpd" CLI.

次に、ROMMON Bをアップグレードする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# upgrade hw-module fpd rommon force location 0/RSP1/CPU0

% RELOAD REMINDER:
- The upgrade operation of the target module will not interrupt its normal
operation. However, for the changes to take effect, the target module
will need to be manually reloaded after the upgrade operation. This can
be accomplished with the use of "hw-module <target> reload" command.

- If automatic reload operation is desired after the upgrade, please use
the "reload" option at the end of the upgrade command.

- The output of "show hw-module fpd location" command will not display
correct version information after the upgrade if the target module is
not reloaded.

Continue? [confirm]

Starting the upgrade/download of following FPD:

=========== ==== ======= ======= =========== =========
Current Upg/Dng

Location Type Subtype Upg/Dng Version Version
=========== ==== ======= ======= =========== =========
0/RSP1/CPU0 lc rommon upg 0.64 1.0
------------------------------------------------------
RP/0/RSP1/CPU0:Dec 11 16:18:01.982 : lc_fpd_upgrade[240]: %PLATFORM-UPGRADE_FPD-6-START :
Starting to upgrade rommon subtype image from 0.64 to 1.0 for this card on location
0/RSP1/CPU0
RP/0/RSP1/CPU0:Dec 11 16:18:01.989 : rommon_fpd_agent[303]: Start Upgrade...
RP/0/RSP1/CPU0:Dec 11 16:18:01.990 : rommon_fpd_agent[303]: Programming fpd instance 0...with
file
/net/node0_RSP0_CPU0/dev/shmem/asr9k-fpd-3.7.1.23I/fpd/ucode/rommon-viking-8641d-rsp2-B.bin
RP/0/RSP1/CPU0:Dec 11 16:18:11.604 : lc_fpd_upgrade[240]: %PLATFORM-UPGRADE_FPD-6-PASSED :
Successfully upgrade rommon subtype image for this card on location 0/RSP1/CPU0

% Successfully upgraded 1 FPD for A9K-RSP-4G-HDD on location 0/RSP1/CPU0

RP/0/RSP0/CPU0:ios(admin)# hw-module location 0/RSP1/CPU0 reload

Cisco ASR 9000 シリーズルータのグレースフルリロード：例
次の例では、ROMモニタファームウェアのアップグレードまたはダウングレード後に、Cisco
ASR 9000シリーズルータのグレースフルリロードが行われます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# cfs check

Creating any missing directories in Configuration File system...OK
Initializing Configuration Version Manager...OK
Syncing commit database with running configuration...OK

RP/0/RSP0/CPU0:router#hw-module location 0/RSP1/CPU0 reload
WARNING: This will take the requested node out of service.
Do you wish to continue?[confirm(y/n)]y

RP/0/RSP0/CPU0:router# show redundancy
Redundancy information for node 0/RSP0/CPU0:
==========================================
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Node 0/RSP0/CPU0 is in ACTIVE role
Partner node (0/RSP1/CPU0) is in STANDBY role
Standby node in 0/RSP1/CPU0 is ready
Standby node in 0/RSP1/CPU0 is NSR-ready

Reload and boot info
----------------------
A9K-RSP-4G-HDD reloaded Thu Dec 11 14:50:47 2008: 2 hours, 27 minutes ago
Active node booted Thu Dec 11 14:50:47 2008: 2 hours, 27 minutes ago
Standby node boot Thu Dec 11 17:15:16 2008: 2 minutes ago
Standby node last went not ready Thu Dec 11 17:16:27 2008: 1 minute ago
Standby node last went ready Thu Dec 11 17:17:27 2008: 39 seconds ago
There have been 0 switch-overs since reload

RP/0/RSP0/CPU0:router# redundancy switchover
Proceed with switchover 0/RSP0/CPU0 -> 0/RSP1/CPU0? [confirm]
Initiating switch-over.

<Move to node 0/RSP1/CPU0>

RP/0/RSP1/CPU0:router# show redundancy
Redundancy information for node 0/RSP1/CPU0:
==========================================
Node 0/RSP1/CPU0 is in ACTIVE role
Partner node (0/RSP0/CPU0) is in STANDBY role
Standby node in 0/RSP0/CPU0 is ready
Standby node in 0/RSP0/CPU0 is NSR-ready

Reload and boot info
----------------------
A9K-RSP-4G-HDD reloaded Thu Dec 11 14:50:47 2008: 2 hours, 35 minutes ago
Active node booted Thu Dec 11 17:15:15 2008: 11 minutes ago
Last switch-over Thu Dec 11 17:19:29 2008: 7 minutes ago
Standby node boot Thu Dec 11 17:22:57 2008: 3 minutes ago
Standby node last went not ready Thu Dec 11 17:24:06 2008: 2 minutes ago
Standby node last went ready Thu Dec 11 17:25:06 2008: 1 minute ago
There has been 1 switch-over since reload

RP/0/RSP1/CPU0:router# hw-module location 0/RSP0/CPU0 reload
WARNING: This will take the requested node out of service.
Do you wish to continue?[confirm(y/n)] y

RP/0/RSP1/CPU0:router# show redundancy
Redundancy information for node 0/RSP1/CPU0:
==========================================
Node 0/RSP1/CPU0 is in ACTIVE role
Partner node (0/RSP0/CPU0) is in STANDBY role
Standby node in 0/RSP0/CPU0 is ready
Standby node in 0/RSP0/CPU0 is NSR-ready

Reload and boot info
----------------------
A9K-RSP-4G-HDD reloaded Thu Dec 11 14:50:47 2008: 2 hours, 41 minutes ago
Active node booted Thu Dec 11 17:15:15 2008: 16 minutes ago
Last switch-over Thu Dec 11 17:19:29 2008: 12 minutes ago
Standby node boot Thu Dec 11 17:28:56 2008: 3 minutes ago
Standby node last went not ready Thu Dec 11 17:30:02 2008: 2 minutes ago
Standby node last went ready Thu Dec 11 17:31:02 2008: 1 minute ago
There has been 1 switch-over since reload

RP/0/RSP1/CPU0:router# admin
RP/0/RSP1/CPU0:router(admin)# show platform
Node Type State Config State
-----------------------------------------------------------------------------
0/RSP0/CPU0 A9K-RSP-4G-HDD(Standby) IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/RSP1/CPU0 A9K-RSP-4G-HDD(Active) IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/FT0/SP FAN TRAY READY
0/0/CPU0 A9K-4T-B IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/2/CPU0 A9K-40GE-E IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/6/CPU0 A9K-8T/4-E IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
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RP/0/RSP1/CPU0:router(admin)# hw-module location 0/0/CPU0 reload
WARNING: This will take the requested node out of service.
Do you wish to continue?[confirm(y/n)] y

RP/0/RSP1/CPU0:router(admin)# hw-module location 0/2/CPU0 reload
WARNING: This will take the requested node out of service.
Do you wish to continue?[confirm(y/n)] y

RP/0/RSP1/CPU0:router(admin)# hw-module location 0/6/CPU0 reload
WARNING: This will take the requested node out of service.
Do you wish to continue?[confirm(y/n)] y

RP/0/RSP1/CPU0:router(admin)# show platform
Node Type State Config State
-----------------------------------------------------------------------------
0/RSP0/CPU0 A9K-RSP-4G-HDD(Standby) IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/RSP1/CPU0 A9K-RSP-4G-HDD(Active) IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/FT0/SP FAN TRAY READY
0/0/CPU0 A9K-4T-B IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/2/CPU0 A9K-40GE-E IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/6/CPU0 A9K-8T/4-E IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON

RP/0/RSP1/CPU0:router(admin)# show hw-module fpd location all

===================================== ==========================================
Existing Field Programmable Devices
==========================================
HW Current SW Upg/

Location Card Type Version Type Subtype Inst Version Dng?
============ ======================== ======= ==== ======= ==== =========== ====
0/RSP0/CPU0 A9K-RSP-4G 4.8 lc fpga3 0 1.18 No

lc fpga1 0 1.05 No
lc fpga2 0 1.15 No
lc cbc 0 1.02 No
lc fpga4 0 3.08 No
lc hsbi 0 4.00 No
lc rommon 0 1.04 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/RSP0/CPU0 ASR-9010-FAN 1.0 lc cbc 1 4.00 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/RSP0/CPU0 ASR-9010-FAN 1.0 lc cbc 2 4.00 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/RSP0/CPU0 A9K-BPID2-10-SLOT 1.0 lc cbc 3 7.00 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/RSP1/CPU0 A9K-RSP-4G 4.8 lc fpga3 0 1.18 No

lc fpga1 0 1.05 No
lc fpga2 0 1.15 No
lc cbc 0 1.02 No
lc fpga4 0 3.08 No
lc hsbi 0 4.00 No
lc rommon 0 1.04 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/1/CPU0 A9K-4T-L 1.0 lc fpga1 0 0.42 No

lc fpga2 0 0.10 No
lc cbc 0 2.02 No
lc cpld2 0 0.08 No
lc cpld1 0 0.19 No
lc cpld3 0 0.03 No
lc rommon 0 1.03 No
lc fpga3 0 14.42 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/1/CPU0 A9K-4T-L 1.0 lc fpga1 1 0.42 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/2/CPU0 A9K-2T20GE-B 1.0 lc fpga1 0 0.42 No

lc fpga2 0 0.16 No
lc cbc 0 2.02 No
lc cpld2 0 0.11 No
lc cpld1 0 0.19 No
lc cpld3 0 0.09 No
lc rommon 0 1.03 No
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--------------------------------------------------------------------------------
0/2/CPU0 A9K-2T20GE-B 1.0 lc fpga1 1 0.42 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/3/CPU0 A9K-SIP-700 0.31 lc fpga1 0 0.22 No

lc cbc 0 3.03 Yes
lc rommon 0 1.02 Yes
lc fpga2 0 5.14 No
lc cpld1 0 0.15 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/3/0 SPA-5X1GE-V2 4.255 spa fpga1 0 1.10 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/3/1 SPA-2XCHOC12/DS0 1.0 spa rommon 1 2.02 No

spa fpga1 1 1.36 No
spa fpga2 1 1.00 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/4/CPU0 A9K-8T/4-L 1.0 lc fpga1 0 0.42 No

lc fpga2 0 0.10 No
lc cbc 0 2.02 No
lc cpld2 0 0.08 No
lc cpld1 0 0.19 No
lc cpld3 0 0.03 No
lc rommon 0 1.03 No
lc fpga3 0 14.42 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/4/CPU0 A9K-8T/4-L 1.0 lc fpga1 1 0.42 No
--------------------------------------------------------------------------------
0/6/CPU0 A9K-40GE-L 1.0 lc fpga1 0 0.42 No

lc fpga2 0 0.09 No
lc cbc 0 2.02 No
lc cpld1 0 0.19 No
lc rommon 0 1.03 No

--------------------------------------------------------------------------------
0/6/CPU0 A9K-40GE-L 1.0 lc fpga1 1 0.42 No
--------------------------------------------------------------------------------
NOTES:
1. One or more FPD needs an upgrade or a downgrade. This can be accomplished

using the "admin upgrade hw-module fpd" CLI.

その他の関連資料
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Hardware Component Command Reference』

ハードウェアコンポーネント

コマンド
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システム管理コマンド
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのテクニカルサポートWebサイト
では、製品、テクノロジー、ソリューショ

ン、技術的なヒント、およびツールへのリ

ンクなどの、数千ページに及ぶ技術情報が

検索可能です。 Cisco.comに登録済みの
ユーザは、このページから詳細情報にアク

セスできます。
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第 7 章

アーカイブと復元機能を使用したイメージ

の更新

この章では、Cisco ASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータで使用可能な最新の
Cisco IOS XRソフトウェアファイルおよびコンフィギュレーションファイルのバックアップ方
法についてと、アーカイブおよび復元機能を使用して最新の Cisco IOS XRソフトウェアファイ
ルおよびコンフィギュレーションファイルを復元する方法について説明します。この機能は、

RSP2カードで使用できますが、RSP3カードではできません。

• イメージの更新に関する情報, 85 ページ

• 前提条件, 86 ページ

• ローカルディスクでの Cisco IOS XRイメージのアーカイブ, 86 ページ

• ローカルデバイスからの Cisco IOS XRイメージの復元, 89 ページ

イメージの更新に関する情報
CiscoASR 9000シリーズアグリゲーションサービスルータで使用可能なCisco IOSXRソフトウェ
アファイルおよびコンフィギュレーションファイルはアーカイブおよび復元機能を使用して、

バックアップおよび復元できます。このアーカイブおよび復元機能は、Cisco ASR 9000シリーズ
ルータのマイクロイメージに組み込まれています。マイクロイメージは、すべての Cisco ASR
9000シリーズルータの RSPカードにローカルに存在する、工場から提供されるサービスイメー
ジです。マイクロイメージを使用すると、管理者は次のサービスのタスクを実行できます。

• Cisco ASR 9000シリーズルータのメディアストレージデバイスのフォーマット

• Cisco ASR 9000シリーズルータからの内容のアーカイブ

• Cisco ASR 9000シリーズルータへの内容の復元

•以前の障害ログの確認

•電源モジュールの cookieの編集
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前提条件
Cisco ASR 9000シリーズルータのアーカイブおよび復元機能を実装する前に、次の前提条件が満
たされていることを確認してください。

• ROMMONバージョン 1.0以降のバージョンがインストールされていること。

• Cisco IOS XR Release 3.9.0以降のリリースがインストールされていること。

•コンパクトフラッシュの最大サイズが、すべてのRSPカードで1GB以上になっていること。

ローカルディスクでの Cisco IOS XR イメージのアーカイ
ブ

Cisco IOSXRソフトウェアファイルおよびコンフィギュレーションファイルはコンパクトフラッ
シュディスクなどの、ローカルストレージデバイスに保存することもできます。コンパクトフ

ラッシュディスクのアクティブRSPカードの内容をバックアップできます。このプロセスによっ
て、コンパクトフラッシュデバイスでこれらのメディアデバイスと変数のバックアップが作成さ

れます。

• /disk0:

• /disk0a:

• /disk1:

• /disk1a:

• /bootflash:

• NVRAMの少数の変数（puf拡張子のファイルと ROMMON環境変数）

手順の概要

1. TURBOBOOT=on, {boot-device},[format | clean],[nodisablebreak]
2. アクティブ RSPカードにコンパクトフラッシュが存在することを確認します。
3. format compactflash:
4. show platform show redundancy summary
5. ksh /pkg/sbin/archive compactflash:
6. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

TURBOBOOTパラメータを設定し、ROMモニタコンフィ
ギュレーションモードで設定を保存します。各パラメー

タはカンマ（,）で区切ります。

TURBOBOOT=on, {boot-device},[format |
clean],[nodisablebreak]

例：

rommon B9>
TURBOBOOT=on,disk0,format,nodisablebreak

ステップ 1   

コンパクトフラッシュデバイスが RSPカードに存在する
ことを確認します。

アクティブRSPカードにコンパクトフラッ
シュが存在することを確認します。

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# dir compactflash:

ステップ 2   

ファイルシステムが一貫した状態に初期化されるように、

コンパクトフラッシュデバイスをフォーマットします。

format compactflash:

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# format
compactflash:

ステップ 3   

この手順は、アクティブ RSPだけで実行する必
要があります。

（注）

フォーマットプロセス中に活性挿抜（OIR）、コンフィギュ
レーションの変更、またはリロードが行われていないこと

show platform show redundancy summary

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show platform

ステップ 4   

を確認します。また、システムが Cisco IOS XR RUN状態
にあることも確認します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show redundancy
summary この手順は、アクティブ RSPだけで実行する必

要があります。

（注）

コンパクトフラッシュデバイスの使用可能なすべてのディ

スクで使用可能なデータをアーカイブします。

ksh /pkg/sbin/archive compactflash:

例：

RP/0/RSP0/CPU0:ios#run
# ksh /pkg/sbin/archive compactflash:

ステップ 5   

コンパクトフラッシュデバイスのスナップショットディ

レクトリにアクティブ RSPのバックアップイメージが含
exit

例：

# cd /compactflash:

ステップ 6   

まれていることを確認します。これは、XRから dirコマ
ンドを使用するか、スナップショットディレクトリの ksh
から lsコマンドを使用して確認できます。# ls

# cd snapshot
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ローカルディスクでの Cisco IOS XR イメージのアーカイブ：例

RP/0/RSP0/CPU0:Router# dir compactflash:
Mon Nov 23 19:16:48.920 UTC

Directory of compactflash:

3 drwx 4096 Mon Nov 23 19:16:48 2009 LOST.DIR

919867392 bytes total (919859200 bytes free)

RP/0/RSP0/CPU0:Router# format compactflash:
Fri Nov 20 00:37:13.432 UTC

Format will destroy all data on "compactflash:". Continue? [confirm]
RP/0/RSP0/CPU0:Nov 20 00:37:14.771 : syslog_dev[93]: mkdosfs:
RP/0/RSP0/CPU0:Nov 20 00:37:14.771 : syslog_dev[93]: mkdosfs: Format complete: FAT16
(16384-byte clusters), 998624 kB available.

Device partition compactflash: is now formated and is available for use.
RP/0/RSP0/CPU0:Router# show platform
Sun Jun 6 04:37:35.842 DST
Node Type State Config State
-----------------------------------------------------------------------------
0/RSP0/CPU0 A9K-RSP-4G(Active) IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/1/CPU0 A9K-40GE-B IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/4/CPU0 A9K-8T/4-B IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON
0/6/CPU0 A9K-4T-B IOS XR RUN PWR,NSHUT,MON

RP/0/RSP0/CPU0:Router# show redundancy summary

Sun Jun 6 04:38:07.306 DST
Active Node Standby Node
----------- ------------
0/RSP0/CPU0 N/A

RP/0/RSP0/CPU0:Router# run
Fri Nov 20 00:37:18.558 UTC
# ksh /pkg/sbin/archive compactflash:
This operation will remove any earlier backups in /compactflash:/snapshot:
Enter Yes, to continue: Yes
Continuing
Space available in compactflash: 998608 KBytes
Space needed for this archive 443136 KBytes
Archive disk0: to compactflash: Please wait ...
Computing MD5 signature of disk0: on compactflash: Please wait ...
Completed archive of disk0: to compactflash:
Archive disk0a: to compactflash: Please wait ...
Computing MD5 signature of disk0a: on compactflash: Please wait ...
Completed archive of disk0a: to compactflash:
Archive disk1: to compactflash: Please wait ...
Computing MD5 signature of disk1: on compactflash: Please wait ...
Completed archive of disk1: to compactflash:
Archive disk1a: to compactflash: Please wait ...
Computing MD5 signature of disk1a: on compactflash: Please wait ...
Completed archive of disk1a: to compactflash:
Archive bootflash: to compactflash: Please wait ...
Computing MD5 signature of bootflash: on compactflash: Please wait ...
Completed archive of bootflash: to compactflash:
Saving common NVRAM variables
1464.12s real 11.62s user 40.88s system
Archive to compactflash: success
# cd /compactflash:
# ls
. .. LOST.DIR snapshot
# cd snapshot
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# ls
. disk0a.cpio license_opid.puf
.. disk0a.md5 nvram.values
bootflash.cpio disk1.cpio placed.puf
bootflash.md5 disk1.md5 powerup_info.puf
disk0.cpio disk1a.cpio
disk0.md5 disk1a.md5
# exit
RP/0/RSP0/CPU0:Router#

ローカルデバイスからの Cisco IOS XR イメージの復元
復元は、アクティブ RSPカードの内容を更新を意味します。復元ではコンパクトフラッシュデ
バイスからのイメージで Cisco ASR 9000シリーズルータを更新します。これらのデバイスの内
容といくつかの変数が更新されます。

• /disk0:

• /disk0a:

• /disk1:

• /disk1a:

• /bootflash:

• NVRAMの少数の項目（pufファイルおよびインストール関連の ROMMON変数）

この復元操作が完了すると、デバイスで前に保存された内容は回復できない

ほど失われます。

（注）

手順の概要

1. admin config-register boot-mode rom-monitor location a ll reload location all
2. boot hsbi:
3. format_all
4. fullbake
5. show platform show redundancy summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ROMモニタモードですべての RSPを配置します。admin config-register boot-mode
rom-monitor location a ll reload location all

ステップ 1   

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)#
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目的コマンドまたはアクション

config-register boot-mode rom-monitor
location all
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# reload
location all

ROMモニタモードで、ROMMONプロンプトで boot hsbi
コマンドを入力して、マイクロイメージをロードします。

boot hsbi:

例：

rommon B9> boot hsbi:

ステップ 2   

このコマンドは、以前アーカイブされたイメージを復元で

きます。

スタンバイ RSPで format_allコマンドを入力します。format_all

例：

# format all

ステップ 3   

アクティブRSPカードで以前に保存したアーカイブイメー
ジで構成されるコンパクトフラッシュデバイスを挿入しま

fullbake

例：

# fullbake

ステップ 4   

す。復元操作を実行するには、fullbakeコマンドを実行し
ます。

Phase 1 - Read and compare FATs
このコマンドは、デバイスのフォーマットを実行

して、その後に復元操作を行います。

（注）Phase 2 - Check cluster chains
Phase 3 - Check directories
Phase 4 - Check for lost files

アクティブ RSPをリブートしてそこに復元した Cisco IOS
XRソフトウェアを実行します。アクティブ上のCisco IOS

show platform show redundancy summary

例：

RP/0/RSP0/CPU0:router# show platform

ステップ 5   

XRソフトウェアはスタンバイRSPを認識し、必要なイメー
ジを提供します。アクティブとスタンバイの両方のRSPが
Cisco IOS XRリリースを実行します。RP/0/RSP0/CPU0:router# show redundancy

summary

ローカルデバイスからの Cisco IOS XR イメージの復元：例

Rommon P4E-31 B1 >boot hsbi:
Beginning HSBI boot:
Loading B image:
...............
program load complete, entry point: 0x1fbfb0, size: 0x3bb854
Attempting to start second CPU
SMP initialized.
Config = SMP, Running = SMP
###################
BSP: Board type : RO-RSP2
Use private TLB mappings
***********************************************
Welcome to micro XR on a ASR9K RSP
BUILD DATE: Thu Aug 27 02:47:38 PDT 2009
To start C/F: ksh /etc/cf_start
To stop C/F: ksh /etc/cf_stop
To format C/F drive with DOS: ksh /etc/cf_dos_init (cf_start first)
To format C/F drive with QNX: ksh /etc/cf_qnx_init (cf_start first)
To format eUSB0 drive: ksh /etc/usb0_init
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To format eUSB1 drive: ksh /etc/usb1_init
To format both usb: ksh /etc/usb_init
To format configflash: ksh /etc/flash1_init
To format bootflash: ksh /etc/flash0_init
To start hard drive: ksh /etc/hd_start
To format hard drive: ksh /etc/hd_init
To format HD, eUSB and bootflash: ksh /etc/format_all (diskboot)
To edit Power Module cookie: pwrcookie <module_num> edit
***********************************************

#

# format_all
Step 1/6: format bootflash

Formatting sector 1
Step 2/6: format HD
Step 3/6: format eUSB0
Step 4/6: format eUSB1
Step 5/6: format configflash

Formatting sector 1
Step 6/6 clear NVRAM syslog files
Set BOOT=
#
# fullbake
Phase 1 - Read and compare FATs
Phase 2 - Check cluster chains
Phase 3 - Check directories
Phase 4 - Check for lost files

423408 kb used, 575248 kb free, 14 files, 3 directories
Filesystem is clean.
Step 1/6: format bootflash

Formatting sector 1
Step 2/6: format HD
Step 3/6: format eUSB0
Step 4/6: format eUSB1
Step 5/6: format configflash

Formatting sector 1
Step 6/6 clear NVRAM syslog files
This operation will remove all installed software on this RSP, and
replace with software from /compactflash:/snapshot
Enter Yes, to continue: Continuing
Restoring image to disk0: from compactflash: Please wait ...
Restored archive of disk0: from compactflash:
Restoring image to disk0a: from compactflash: Please wait ...
Restored archive of disk0a: from compactflash:
Restoring image to disk1: from compactflash: Please wait ...
Restored archive of disk1: from compactflash:
Restoring image to disk1a: from compactflash: Please wait ...
Restored archive of disk1a: from compactflash:
Restoring image to bootflash: from compactflash: Please wait ...
Restored archive of bootflash: from compactflash:
Restoring common NVRAM variables
Set BOOT=disk0:asr9k-os-mbi-3.9.0.31I/mbiasr9k-rp.vm,1;
395.58s real 2.51s user 2.53s system

Restore from compactflash: success
#
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